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”
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第
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十
三
银
第
六
號
所
載
肩
稿
1
ク
ラ
•イ
ミ
‘

v

グ
'
•ボ
丨
.イ
研
究」

》

共
に
、
野
村
敎
授
の
'御
懇
篤
な
る
：御
指
S

T
 

.に
成
れ
る
.も
の
で
あ
る
.
o
.此
處
に
記
し
て
厚
く
.
_禮
.
&上
.
げ

，
る
：
。

本

稿

：
は
.

英

翼

横

業

K
於
.け
る
■

勞
働
研
究
の
二
部
分
で
あ
る
こ 

>

」

を
お
蔚
り
し
で

_置
く
。

.

英
國
ic
於
け
る
近
代
的
な
兒
童
勞
働
保
護
蓮
動
の
濫
觴
は
、
最
初
|

霍

1.

八
〇
ニ
年)

制
定
ょ
ぅ
約
四
卜
.ギ 

前
に
於
^

!

^

.

f
^

あ
る
。
即
ち
；一
七
六
〇
年
パ
ブ
ゾ
ッ
ク
.

•

ア
ド
グ
ン
タ
.イ

ザ

ァ

紙

爲

著

れ

た

匿

名

の

公

開 

狀
丨
^

煙̂
突
^
除
兒
童
の
*
待

殊

:^
彼

等

の

親

方

の

支

給

す

る

衣

服

が

其

の

態

を

備

へ

.ざ
る
も
の
な
る
.

AJ 

V
JJ:
抬
脔 

せ
る
I

が
慈
善
家
，ジ
ョ
ゥ
ナ
.ス
•
ハ
ン
ゥ
、

イ
の
注
意
す
る
處VJ
な
6
、
該
兒
童
の
雇
傭
狀
態
を
調
赍
し
た
の
^
始 

爻
る
の
で
あ
つ
て
、
此
のI

V
J

は
.既
^
述

べ

た

處

で

あ

.る0
0)
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
•
ボ
ー
イ
の
^-
題
は
此
の
意
浓
こ
^
、
 

て
近
代
英
國
'i
c
於
け
，る
a
會
問
題
の
濫
觴
を
な
す
も
の
で
あ
る
t

云
へ
る
ゾ
而
し
て
之
が
^
會
^
於
て
テ
ょ
れ
こ
も 

の
で
あ
る
に
對
し
、田

舍

に

於

.1
:
最
も
虐
待
を
受
け
た
兒
1

働̂

者

は

ゴ

で
&

つ
た
。
.同
時
^.W

の
乙
？
は
、
炭
磷
業
1C

於
て
.
.も〉

、
：.
：
.

£'「

童
勞
働
は
.產
：槳
革
命
に
ょ
つ
七
'生
み
'出
さ
れ
れ
も
の
で 

な
い
こ
V
Cの

f

t
で
.あ
る
.？

ク
.ラ
ィ
.ミ
.
.ン.グ

•
ボ
ー
ィ
の
構
成
分
子
，の
，大
窗
分
が
：敎
區
徒
弟
^
,ょ
つ
て
占
め
ら
れ
て 

A
た
^
等
し
く
、
炭
坑
^
於
け
る
兒
童
勞
働
者
も
亦
敎
區
徒
弟
炫
ヶ
し
者
が
勘
く
な
か
り
た
.乙

ミ
は
豫
め
記
憶
さ
れ 

ね
ば
な
ら
な
ぃ
。一
乙

の

こ
せ
は
彼
等
幼
年
坑
夂
の
虐
待
の
眞
相
を
'知
る
玉
K
於
て
吾
人
£

助
を
與
ふ
f

の
で
あ 

る
O

S
又
、
炭
坑
^
於
け
る
勞
働
は
ギ
^
ド
^
ょ
つ
て
制
規
さ
れ
た
乙
ど
が
無
か
つ
た
こ
ミ
も
注
意
^
れ
ね
ば
な
ら 

な
い
で
あ
ら
ぅ
0
.
6

'
彼
等
が
如
何
比
生
活
し
如
何
な
5
勞
働
に
從
事
し
位
か
を
見
を
前
^
、
"英
.國
.炭
碾
業
が
如
何
に
進
步
し
た
が
.の
瞥 

見
^
嚷
に
至
つ
て
吾
人
の
理
解
を
助
く
る
緣
ミ
’も
攻
る
で
あ
ら
ぅ
。
^
.
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0
1
0
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^
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.炭
嬙
業
，に
於
け
る
兒
童
屈
傭
を
見
る
に
當
リ
ノ
石
炭
の
販
臂
方
面
に
‘於
对
る
も
の
、
例
べ
ば
平
底
石
炭
船
に
屈
傭
せ
ら
る
る
兒
童
や
蜉 

船
頭
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徙
弟
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膚
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す
る
。
：

：

. 

•
. 

八
.
.
'

• 

. 

: 

' 

1.

.

.

.

* 

* 

• 

' 

. 

•

ニ 

：

、英
國
に
於
て
最
^

?
炭
烬
採
掘
さ
n:
锻
用
さ
れ
た&

ば
如
#.
な
を
時
代
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^
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用
ゐ
ら
れ
た
ど
は
云
へ
、

ロ
ォ
マ
人
の
使
册
は
極
め
て
限
定
3

れ
た
程
度
の
も
.の
で
あ 

6
. 

o其
の
■

■^
^
;5
£
規
.的

; ^
行
は
れ
.た
も
の
で
な
く
、
單
^
露
頭
ょ
ぅ
採
炭
し
た
^
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ォ
，マ
人
が
英
國
を
去
つ
て
^

ノ 

\

マ

ソ

人

，
，
の

征

; ^
;:
2

6
約
苜
卑
間
は
、ノ
石
炭
が
用
ね
ら
れ
た
形
跡
が
«

:
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相
ち
石
炭
か
W
發
見
'
Sれ
た
の
は
第
十
-:
:
世
紀
の
終
A
で
あ
.つ
ハ
て
、
英

蘭

に

於.け
る
實
際
の
石
炭
使
用
史
の
笟f

頁 

は
へ
ン
リ
ィ
a
世(

r

•一.
一
 

六
年
.

|
、|
一
，
一
七
一
一
年

〕

の

時

代

に

始

爻

る

^
言

a
得
る
の
で
あ
る
0
(2
)

蘇
蘭
に
於
て
は 

1

ニ
〇
〇
牟
頃
始
あ
て
採
掘
さ
れ
f
e
o
'
之
は
ホ
ヌ
ィ
口
.ッ
ド
及
び-

1

ッ
ト
ル：

寺
院
の
記
錄
k
載
せ
ら
れ
て
ぬ
る
處 

で
あ
.る
。
§

此
の
時
代
及
び
其
の
後
約
三
世
紀
間
に
於
.け
6'
石
炭
の
用
途
は
、
鐵
や
石
灰
の
製
造
^
限
ら
れ
て
居
ぅ 

家
庭
^
於
け
る
燃
料
^
し
で
適
せ
ず
ど
做
さ
れ
た
所
以
は
、
煙
突
が
未
だ
作
ら
れ
な
が
.つ
た
が
ら
で
あ
る
。
經
辔
の 

爲

めr

三
〇
七
年
17
ン
ド
ン
^
於
て
石
炭
使
用
を
禁
止
3
れ
た
が
、.
之
^
石
灰
燒
^
盛
^
使
用
3
れ
た
爲
め
で
あ
つ 

て

一

般
の
家
鹿
k
於y

使
用
^
;れ
た
が
爲
め
で
は
な
か
つ
た
。
此
の
後
木
材
の
缺
乏
を
見
る
k
至

つ

始

め

て

石 

炭
は
一
般
^
使
凡
^
れ
る
や
ぅ
^
な
つ
た
，の
で
あ
る
0
煙
突
が
多
く
備
へ
.ら
る
る
^
至
つ
た
の
は
チ
ュ
ド
ル
王
朝
 ̂

下
で
あ
るV

尙

此

の

時

昼

つ

て

4

式
，且
潔
癖
の
婦
女
は
石
炭
の
焚
か
れ
て
f

管

は

入

參

、
又
石
炭
で 

料
现
し
た
食
物
を
採
ら
な
.か
つ
た
程
で
あ
つ
た
o
乍
併
善
で
氣
む
づ
か
し
く
な
い
人
々
の

間

^

は

可

成

d

の
吏
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せ
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に
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明
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&
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I.〕 

從
て
夂
ソ
ザ
ベ
ス
の
涪
下
^
.於
て
家
庭
：用
石
炭
の
需
要
增
大
は
、
其
の
價
格
騰
貴VJ

相
俟
っ
て
炭
礦
業
の
發
展
を
促 

が
し
た
の
で
あ
っ
た
木
材

<£
異
ぅ
、
石
炭
は
如
何
な
る
地
方
^
も
存
す
る
も
の
で
な
い
。
而
も
當
時
は
蓮
輸
機 

關
未
發
達
の
時
代
で
あ
る
。
從
て
ユ
.ォ
ゾ
ク
ォ
ル
の
如
き
は
石
炭
を
得
る
は
容
易
で
な
く
、
反
之
ロ
ン
ド
ン
は
一
一
ユ
ゥ 

キ
ャ
ッ
ス
ル
か
ら
'®
上
蓮
.送
k
よ
っV

多
量
に
.得
、
又
ス
‘タ
ッ
フ
ォ
ド
シ
ア
ァ
州
ゥ
ォ
リ
ッ
.ク
シ
州
よ
-

CV

產
す
る
石
炭
は 

同
地
方
の
製
陶
業
製
鐡
業
を
發
.展
せ
し
め
殆
ざ
他
州
に
移
出
3
る
る
乙
ど
が
無
か
っ
た
の
で
あ
.っ
た
。
例

、
乍
併
斯
の 

如
き
地
理
的
相
違
に
'よ
る
供
給
の
過
不
足
は
、
家
庭
用V

J

し
て
製
造
業
用V

し

て

，又

後

述

す

る

製

鐵

用

W

し
.て
需
要 

が
遞
.
し

來

っ

た

時̂

放
任
し
.お
.か
る
べ
含
も
の
.で
は
なS. 

o
乙

こ
^
桎
梏
た
る
も
の
は
第 

一
k '
運
輸
機
關
の
不
備 

で
あ
る
'°.
故
^
後
述
す
る
如
き
交
通
運
輸
機
關
の
改
善
が
行
.は
.れ
^

己
i
ば
當
然
で
あ0

た
。
十
八
世
紀
中
葉
^
至 

る
ま
で
ノ
大
規
模
に
採
掘
さ
れ
た
炭
田
は
ニ
ユ
ゥ
キ
ャ

ッ

ス

ダ
近
傍
®
も
.の
の
み
で
あ
っ
た
.0

こ
の
$

」

は
同
地
附
近 

の
石
驗
が
同
港
か
ら
容
為
に
备
地
k

•運
送
し
得
る
爲
.め
で
あ
っ
て
、
其
の
販
路
は
海
上
遠
く
大
睦
各
地
^
及
ん
だ
。

.
 

た
、メ
.乙
の
運
送
^
は
暴
風
雨
の
妨
碍
が
あ
る
.こ

气

.海
賊
の
襲
擊
0'
危

險

が

あ

る

乙

^

」

、
'
船 

'6
.の
が
多S

こ
€

の
.外
に
'、
1
1ユ
ゥ
キ
ャ
ッ
ス
ル
のGil.d 

o
fffi

o
s
t
m
e
n

 (

ー
六
〇
ニ
年
石
炭
販
賣
規
制
の
爲
め
^
設
立〕 

の
有
す
る
排
他
的
犄
權
の
爲
め
に
煩
は
さ
る
る
處
が
尠
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
石
炭
業
も
亦
此
.
の
時
代
の 

商
槳
0
.ー.般
的
傾
向
か
.ら
腕
す
る
％
の
で
は
な
い
。
ぞ
は
漸
次
公
開
的
の
も
め
ビ
な
っ
て
.來
た
。
例
へ
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o
s
t
m
e
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採
炭
方
.褂
の
'變
化
ふ
兒
贲
'雇
傭 

第
：四

就

ー

六

0

の
徐
許
狀
は
一
.六
七
九
弗
以
後
班
改
^
れ
な
か
づ
な
^'
で
あ
春
。
^
、此
.の
齒
業
：の
發
達
は
當
然
石
炭
業
の
發
達
を
促 

が
し
.た
。
C7
)

他
方
^
於
て
間
接
-̂
之
^
促
進
し
た
太
e)
-
eし
て
戰
爭
を
擧
げ
.る
Z
ど
，.が
出
來
ょ
.，

r
v
o
£

 

:

即
ち
農
業
及 

び
製
鐡
翁
に
對
す
る
戰
爭
需
發
ゆ
影
響
^
ょ
っ
て
衣
炭
業
が
發
達
じ
た
ビ
な
す
も
の
是
で
あ
る
。)

;:
'

1

七
0
九
年
ア
ズ
'ラ
バ
ム」

ダ
ア
ビ
ィ
が
歡
炭
を
厥
^
て
鐵
を
淸
鍊
す
各
t
y
j
k成
功
し
、
.之
^
相
前
後
し
て
蒸 

氣
機
_

の
改
善
於
行
ば
れ
製
鐡
業
代
新
た
な
る
刺
榦
が
與
べ
ら
れ
た
0
”此
の
蒸
氣
»
關
ゆ
改
善
の
動
機
は
’
コ
>

ン
.ゥ 

ォ
ル
藤
鑛
山
以
.排
水
に
利
用
す
る
^
^'
0.
た
の
で
あ
る
が
、
S
V
.衆
坑
に
於
t
も
之
が
必
要
な
こ
^
は
言
ふ
迄
も
な
い《 

裳
に
蒸
氣
機
關
が
英
蘭
の
廣
大
な
有
炭
層
に
初
め
て
意
義
を
與
へ
た
の
.で

あ

々

、
：
玆
k
始
め
て
機
械
製
造
業
が
發
生 

し
、
而
し
て
そ
れ
ど
共
に
機
槭
製
造
の
原
料
を
供
給
す
る
鐵
鑛
山
に
新
意
義
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
七
八
.
 

M

¥

コ
ォ
へ
ト

の
.撩
鍊
法
0:
發
'明
k
ょ
っ
て
.英
國
の
製
鐵
寒
に
全
然
新
た
な
方
面
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
o
CI
O)

石
炭 

業
の
發
達
は
製
鐵
叢
办
齋
遨
<£
密
接
な
關
係
化
立
◊ 

o爱
(C
於
て
生
.じ
た
石
炭
に
，對
す
る
E
大
な
需
製
は
，、
炭
骑
業 

を
營
ひ
者
0.
數
?:
增
加
し
、
他
方
其
の
生
產
規
..模
は
擴
大
さ

れ
新
た
^
開
襲
せ
ら
る
る
炭
田
も
»
く
な
か
っ
た
。

然
ら
ぼ
此S

暁
'代
以
前
の
生
*
規
模
は
如
何
な
る
も
：の
で
あ
っ
た
か
。
北
部
英
蘭
諸
州
に
於
け
る
も
の
の
規
模
は 

大
で
あ
っ
た
。

1

七
六
〇
年
代
代
於
て
1
堅
坑
に
平
均
四
十
名
の
坑
夫
が
.操
業
し
て
ぬ
た
。
其
の
：深
さ
ば
十
八
世
紀 

初
頭
最
大
の
も
の
四
百
呎(

本
海
は
1
1W:
吸
弱)

一r

七
九
四
年
へ
ッ
ブ
.
\
>
.
ン
汉
於
.て
は
七
七
四
呎
、
ヵ)

ム
、
バニフン 

ド
州
フ
ィ
ト
へ
1
クV

に
於
七
は
九
九
三
吹
の
深
所
が
»
鑿
5
れ
た
.
0,
‘
乍

併

此

の

深

さ

の

增

大

に

此

し

て

盥

坑

の

區
 

域

は

此

の

.她
方
^
於
て
%.
^
^'
で
增
加
し
な
か
0
た
《

は
留
意
せ
ね
：ば

な

ら

な

い
0'
ギ

ャ
P-
ゥ

ネ
ィ
の
引
用
す 

る
'處

に

據
|1
ば
：〒
七
七5
本
サ
.グ
..：：ス
：
ト.べ
.：ゃ
+
レ
：
ィ
炭
競
の.+,
^

1
坑
ば
：各
1
1
|十

荚

财

掘

進

さ̂

た

祀

顧

ぎ

在

.
$
。

此
の
理
由
ど
し
■て
ア
ツ
シ
チ
ト
シ
及
び
ナ
ィ
ク
ス
の
擧
げ
る
處
は
次
の
：ニ
：で
あ
る
。.
-第
1
T
.は
斯
業
の
主
要
な
經
费
は
.
 

铿
坑
開
：鑿
の
费
用
で
は
な
く
、
坑
道
を
擴
げ
之
を
維
持
す
る
费
用
、
坑
夫
^
新
鮮
な
空
氣
を
.供
給
す
る
費
用
及
び
炭 

壁
面
か
ら
坑
底
へ
石
炭
を
述
搬
す
る
费
用
で
あ
る
。
運
搬
失
は
出
來
高
賃
銀
を
受
け
る
。
此
の
賃
銀
率
は
蓮
炭
距
離 

の
增
加
R
從
て
著
し
く
遞
增
す
る
。
故
^
炭
坑
主
に
^
0
:て
は
ク
現
存
坑
を
吏
^
掘
進
す
る
ょ
々
は
新
た
^
竪
坑
を 

開
鑿
す
る
方
が
利
益V

J

な
る
こV

J

が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。g

第
一1

の
理
由
は
地
主
が
石
炭
の
涸
涊
を
恐
れ
て
一 

炭
坑
、
.
ー
竪
坑
の
產
出
額
や
歷
傭
坑
'夫
人
員
を
制
限
し
た
こ
^
で
あ
る
。.一

七
四
九
年
九
月
ブ
レ
ッ
シ
ィ
炭
坑
^
於 

て
課
せ
ら
れ
た
左
の
制
限
の
如
&
是
で
あ
る
0
'

こ Mo
r
r
c
r
w

 

a
n
d

 

H
o
dyQ
s
o
n
w

pit 

w
a
s

 

Idle 

y
e
s
t
e
r
d
a
v 

a
n
d

 

叶0 
丨
 d

a
y

 

o
n
.
A
C
a
o
f

 

b
e
i
n
yQ
o
v
e
r

 

m
a
n
y

 

M
e
n

 

.

.
ttr
e
v
 

are 

o
n
l
v

 

allow-d 

t:o 

w
o
r
k

 

I〇 T
e
n
s

 

a 

fortnight 

at twe 

L
a
r
k

 

a
n
d

 

2
0 Te

n
s

 

at: 

M
o
r
r
o
w

w
n
d I-

I
O
&
o
n
w
p
i
t

 
•こ §

 

:

か
か
る
制
限
が
地
域
®
張
を
妨
げ
た
K

は
當
然
で
あ
ら
ぅ
。： 

.
ン 

以
上
に
對
し
て
最
小
の
炭
坑
は
•フ
リ
ス
ト
，
の
近
く
キ
ン
グ
ス
ウ
ッ
ド
の
獵
揚
k
於
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地
下 

に
於
て
雇
傭
3
る
る
勞
働
者
の
數
は
生
產
能
カ
を
*
る

1

手

段

で

あ

る

。「

六

八

四

年

同

所

^

は
セ
十

の

竪

坑

が

あ 

っ
た
が
、
坑
夫
數
は
百
ニ
十
三
名
^
過
.ぎ
な
.か
っ
た
，0
運
搬
夫
を
含
む)

。
即
ち
一
竪
坑
k
坑
夫
一
名
を
疋
常
狀
態
ミ 

し
^n! V

は
明
か
で
あ
る
.。
フ
' ォ
レ
.
.
.ス：ト
•
オ
プ
•
テ
ィ
：
|
ン
.の
近
く
^
も
之
に
類
す
る
小
生
產
^
位
の
も
の
が
存
し 

た
。
當

初

■堅
坑
の
限
界
は
坑
夫
が 

一
.'
シ
ャ
ベ
.

V

の
土
を
投
げ
て
達
す
る
距
離
,?
:
以
て
'定
め
.ら
れ
た
。
此
の
後
增
大 

し
た
.

V」

は
云
へ
.
.、
尙
坑
夫
數
四-

名
を
以
て
：採
掘
に
從
事
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、_ 

m

坑
一
經
營
ヒ
典
型
的
の
大
さ

第
二
十
四
.卷

G

ハ
o

w

採
炭
.方
法e

鐵
化
.

W.

兒
逾
展
嫌
；
 

第

四

號

一

六
一



達

十

四

卷

(

六
四
.四 > 

採
炭
方
法
の
變
.化
，
ぞ
：兒
：
童
：
灌

錄

 

第
四
.號

ー

六

ニ
 

し

た

の

で

あ

：る

。

■
1

七

四一

年

M
i
n
e
o
c
l
の
布
吿
比
よ'々

、

一

坑

夫

が

同

時

祀

ニ

っ

以

上

：

の

堅

坑

、
、

K
於
て 

操
業
す
る
；
^
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。
十
八
世
紀
後
期
^
地
主
階
級
.が

；
炭

碾

業

者

，
ミ

相

結

>

^
至
っ
：
て
其
の
大
さ
さ
は
堦 

し
た
け
れV」

、
尙
產
出
額
や
利
益
は
僅
少
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
七
七
八
年
フ
ォ
レ
ス
ト
*
オ
ブ
•
、デ
ィ
I

ン
の
堅
坑 

九
十
よ
A
の
產
出
額
.は
平
均
.一.

坑
R
付

r
週1.1

十
噸
內
外
k
:過
ぎ
な
か
っ
た
。
‘ 

t
:
の
A

X
は
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
方
、
 

ラ
ン
力
シ
ア
州
、

ョ
ォ
：ク
シ
.ァ
州
等
^
於
て
ネ
同
様
で
あ
っ
た
ノ
此
等
の
她
方
に
於
て
ば 

の
も
.あ
☆
，
六
、
七
十
嗎
の
も
の
I

も
多
數
は
無
か
っ
た
の
で
|

。i

竪
坑
內
.の
坑
夫
數(

幼
年
坑
夫
も
含
む) 

大
は
十
四
人
よ
3
小
は
一
.ー
人
に
至
る
有
檨
で
あ
っ
た
“

-
乍
併
前
述
の
如
く
製
鐡
業
に
於
け
る
需
翦
は
斯
の
如
さ
小 

規
摸
の
^
の
の
發
達
を
促
が
し
た
の
で
あ
る
。 

.

.

ア
ッ
シ
r

ン
及
び
サ
イ
ク
ス
の
言
ふ
が
如
く
、
石
炭
業
の
發
展
は
技
術
上
の
變
化
よ
々
も
、寧
ろ
市
場
.の
生
成
、
石 

炭
の
新
用
途
發
見
に
伴
.っ
て
起
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
此
の
新
市
場
新
用
途
は
孰
れ
も
交
通
運
輸
上
の
技
術
的
變 

革
^
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。g

十
八
世
紀
初
年
口
ン
ド
ン
及
び
重
要
都
市
間
^
驛
遞
馬
取
は
交
通
機
關
^
し
て
存 

在
し
て
ゐ
た
。
乍
併
惡
道
路
の
爲
め
速
力
は
遲
X
又
危
險
で
も
あ
っ
た
。
國
內
商
‘業
は
主
ビ
し
て
馬
背
^
商
品
を
積 

ん
だ
行
商
人
が
營
む
處
で
あ
っ
た
。
.
道
路
が
極
め
て
.惡S

の
で
荷
塬
取
さ
へ
i

使
用
す
る
.ミ

^

が

出

來

な

か

っ

た

の
 

で
あ
る
。
之VJ

同
じ
く
、
例
へ
ば
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
地
方
の
锻
冶
師
の
如
真
の
必
要VJ

す
る
石
炭
は
馬
の
背
5

っ 

て
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
爲
め
R
冬
舉
K
.あ
っ
.て
は
數
ヶ
月
間
交
通
が
杜
絕
S

れ

る

$

J
も
珍
し
く
な
か
っ 

た
。
06

道
路
の
t

M

Rは
技
術
上
の
進
步
S
行
政
制
度
の
改
善vj

を
要
す
る
。
：後
者
は
耽
道
制
度
纪
よ

ク

、
前
^
は 

メ

ク
ト
？
オ
フ
、
-
/ダ
フ
オ
ー
ド
、
>

ツ
カ
ダ
ム
等

の

卓

越

せ

る

技

術

k

よ

か

道

路

計

畫

の

進

步

ヾ
 
1相

俟

つ

て

漸

次

.

改
善
3
れ
る
k
至
つ
れ
。g

乍
併
石
炭
の
如
さ
容
積
重
量
の
大
^

る̂
貨
物
の
長
距
離
運
送
R
禮
路
-を
以'

V

す
る
こ
ビ 

は
困
難
で
あ
る
許
々
で
な
く
、
多
額
の
運
賃
を
要
す
-る
爲
め
斯
業
を
營
む
者
の
耐
へ
得
る
處
で
は
な
か
つ
た
。
是
R 

對
し
て
は
沿
错
航
行
が
利
用
3
れ
、
英
國
に
於
て
は
早
く
如
ら
發
展
し
て
ゐ
た
.0
此
の
沿
岸
航
行
の
發
達
こ
そ
、
他 

の
國
內
交
通
機
關
が
遲
.々

S
し
て
發
達
し
な
か
つ
.た
一
因
で
あ
る
。g

た
く
沿
岸
航
行
に
あ
つ
て
は
惡
天
候
の
影
響 

を
蒙
0
易S

次
點
が
あ
る
。
十
八
世
紀
初
期
^
於
て
製
造
.業
地
方
の
河
川
は
溯
航
し
得
る
や
ぅ
に
改
修
3
れ
た
。
而 

も
家
庭
用
ど
し
て
又
は
工
業
用v

j

し
て
石
炭
の
需
要
が
增
大
し
た
場
合
に
於
て
は
、
是
.等
を
以
て
し
て
も
到
底
足
ク 

る
も
の
で
な
い
。
炭
坑
主
が
新
運
輸
方
法
?:
探
求
し
た
の
は
當
然
で
あ
る
。

1

七
一
九
年
ょ
ぅ
ニ
七
年
に
至
る
間
に 

於
け
る
ダ
グ
ラ
，ヌ
河
の
浚
渫
、

一
七
五
茧
年
サ
ン
.キ
.イ
の
谷
に
添
つ
て
の
水
路
開
設
が
是
で
あ
6
、

一
 

七
六
〇
苹
ブ 

リ
ッ
デ
ゥ

ォ
タ
ァ
侯
が
其
の
所
有
炭
坑
ヮ
ふ
ズ
リ
イ
ビ

マ

ン
チ
工
ス
タ
：ァ
.く
の
_間
^

建
設
し
た
.蓮
河
が
是
で
あ
る
。
 

最
初
の
も
の
に
ょ
つ
て
は
ゥ
ィ
ガ
ン
地
方
の
炭
坑
が
開
か
れ
、：
第
二
の
も
一
の
に
ょ
つ
て
は
セ
ン
ト
•
ペ
レV

ズ
炭
坑 

が
開
か
れ
た
o
從
來
フ
.ァ
ズ
ソ

イ
か
ら
マ
シ
チ
一.ェ

ス

タ

ァ

赛

七

哩.の
運
賃
は
；
、
' 馬

力

で

ー

噸R
つ
さ
*

志
方
至
十 

志
? :
•支
拂
は
ね
ば
な
ら
な
が
つ
た
の
セ
あ
る
が
、
ジ
ョ
シ
，
ブ
一
フ
イ
ン
ド
リ
イ
の
« *
畫
が
.遂

行

せ

ら

：る
，るや

、
マ
ン

チH  

ス 

'タ
テ
k

於
け
る
石
炭
の
價
格
は
半
減
す
る
k

m
つ
た
。§

此
の
成
功
^
續

.い
七
起
0
.た
幾
多
の
蓮
河
計
畫
の
中
 ̂

は
、
商
業
上
化
も
他
の
產
業
^
も
树
等
貢
献
を
な
さ
2
車

^
運
河
熱
^
煽
ら
れ
^
も
"の
も
.尠
<
な
.か

つ

^

。
.
乍

併

主
 

ど
し
て
，北
部
英
蘭
R
於
て
又
は
製
造
業
地
方
：に
於
て
膨
功
せ
5
も
の
は
、
«
期
間
^
諸

方

面

^
箪

命

的

影

響

を

及

ぼ 

し
た
の
で
あ
つ
た
。g 

.即

ち

之

に

ょ

つ

て

.石

炭

の

大

羞

輸

送

は

可

能

(£
■
な

6

、
. 

■

運
賃
は
安
く
な
つ
て
.炭

坑

附

近

^

設
 

立
^
れ
た
製
造
業
の
享
有
す
る
較
差
的
利
益
は
減
少
し
、
又
其
の
販
路
は
搬
大
3
れ
、斯
業
の
發
達
は
益
-
促
が
S
れ 

第U

十s
#

 

(

六
辟
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猓
炭
方
法
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'狻
化
ミ
兒
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傭
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•
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笫

四

鹌
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六
与



n
こ

媾U

十

四

卷

C

六
5

0

採
炭
方
法
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變
化
す
兒
.■童
履
嫌
 

笫

四

號

J

六
四

.“■̂
の
.で
^
る 

o
. 

' 

.... 

:

パ
'

’(

石
炭
が
運
河
，制
度
を
起
し
、
石
炭
が
鐡
道
を
生
/1
.だ
彳
«
述
ず
る
如
く
十
.七
世
紀
に
於
て
旣
^
炭
坑
か
，ら
河'
 

未
製
鞔
條
ー
が
敷
設
せ
ら
れ
、

.
十

八

世

紀

中

葉

鐵

製

軌

修

が

：之
:̂
代
っ
セ
.甚
だ
能
率
を
あ
げ
把
。
パr

八1

一一:

年
ダ
ー
リ 

ゾ

K
ゾ

炭
坑
か
g>
.
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
•
无
ン
，•
タ
ィ
ー
ズ
へ
石
炭4

j

運
送
.す

る

爲

め

法

令

を

得

た

鐵

道

：は

、
蒸

氣

«•
轉
を
な 

し
旅
客
を
運
ん
だ
最
初
の
公
共
的
の
も
の
.で
あ
る
"g 

:

1
/\
1
1
1〇
¥
以

降

發

達

し

：た
鐵
道
が.石

炭

業
.の
.發
達
を
觅
に 

促
進
し
た
己
ミ
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
o
询
に
交
通
蓮
輸
機
關
'の
發
達
は
石
炭
槳
：發

達

；の
根
本
的
要
因
で
あ
っ
た
の 

セ
あ
る
.。
探
炭
技
術
上
の
'進
步
も
舨
こ
の
發
達
R
與
づ
‘て
力
あ
る
ヒ
ば
勿
論
：で
あ
.る
が
、
遛
路
、蓮
河
、殊
纪
鐵
道 

の
發
展
乙
を
其
の
最
大
の
.原
因
で
あ
づ
だ
。
乙
の
乙
^
は
次
に
揭
.ぐ
.る
英
國
に
.於
げ
る
石
炭
產
出
，額
ミ
、
此
の
各
牟
度 

■
R
於
て
ば
交
通
機
關
ど
し
て
如
何
な
る
も
の
が
存
し
た
か
を
照
合
す
.る
t
ビ

w

f

，'

焉
に
明
，瞭

ど

な

る

で

あ&-
ぅ 

へ

. 

'
"
1
.

六
六
0
年

.:

.

ハ

.:
ニ
1
1〇
〇
〇
〇
0
噸
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葡
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内
設
備
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單
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惡
で
あ
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た
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が
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。
即
ち
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英
蘭
及
ひ
蘇
蘭
に
於
け
る
主

■耍
炭
田
は
次
の
免
く
で
あ
る
。

1
、

タ
イ
ン
及
ウ
イ
ア
兩
河
ロ
の
南
北
に
亙
る
ス
オ
ザ
ン
♦ハ
ア
ラ
ン
ド

.及
び
ダ
ア
ラ
ム
炭
田

o 

二
、
夕
イ
ト
へ
イ
ヴ
ン
を
中
心

W

す
る
カ

ム

バ
ア
ラ
ン
ド
炭
田
。

..三
、
.北
は
.9
ヴ
ア
ブ
ウ
ル
、
、マ
ゾ
チ

.，ェ

...ス.タ
ァ
ょ
リ
西

.は

.
< IJ

^
山
1

に
及
.ぶ
ラ
ン
カ

.シ
ァ
炭
田
。

■.
'五

，ノ
ノ
オ
ス
參
ス
タ
ッ
フ
オ
ド
シ
ア
炭
11
1
0

六
、

ョ

方
ク
シ
ア
炭

FI
I
O

七
、
ノ
ッ
ーK

イ
ン
ガ
ム
シ
ア
及
び
ダ
ア
ビ
イ
シ

K

炭
田
。

八
、
サ
サ
ス
•

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
炭
田
O

C

キ
ヤ
ナ
ッ
ク
獵
揚
、
サ
ゥ
ス
*

ス
タ
ッ
フ
ナ
ド
シ
ア
、
々
オ
リ
ッ
ク
シ
ア
、
レ
ス
タ
ア
シ
ア
に 

於
け
る
も
の
が
逾
耍
で
ぁ
る
。〕  

•

九
、
ソ
マ
セ
ツ
ト
シ
ア
炭
田
。
.

十
、
フ
方
レ
ス
ト
，
方

ブ
~\
ァ
.イ
ン
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十
一
、
サ

ゥ

ス

エ
ル
ス
炭
は
o
.

.

十
二
、

エ
デ
イ
シ
パ
ラ

^
グ
ラ
ス
ゴ
ッ

^
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す
る
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シ
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炭
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採
炭
法
は
排
水
、V
通
氣
、
運
炭
、
揚
鑛
等
の
各
部
門
に
於
け
る
發
明
ミ
、.之
妃
伴
ふ
變
革
^

^
ょ

つ

セ

變

遝

す

る。
.
 

即
ち
採
炭
方
法
の
變
化
は
其
の
各
種
部
門
^
於

け

る

變

革

の

作

用

で

ぁ

ぅ

反

作

用

で

ぁ

办

、
，
又

是

等

の

綜

合

的

影

響 

の
下
^
生
ず
る
も
の
.で
ぁ
る
。
從
.て
此
の
綜
合
的
結
果
を
見
'る
に
は
、
.個
々
：の
部
門
に
於
け
る
進
步
の
跡
を
見
た
後 

^
於
て
之
を
總
括
す
る
の
が
至
當
で
ぁ
る
が
、
吾
人
は
逆
f
c採
炭
形
式
の
變
化
を
最
初
述
べ
たS

V
」

思
ふ
。
斯
く
す 

る
：乙
ど
が
，炭

礦

業̂
於
け
.る

，
兒

童

雇

傭

の

*
礎
槪
念
を
得
る
^
便
宜
な
る
が
故
で
.ぁ
る
。
ン

'

石
炭
採
掘
の
初
期
^
於
て
は
殆
で
ず
ベ
て
露
天
掘
代
ょ
A
 

:

又
は
鑛
床
の
露
頭
附
近
k
横
坑
を
穿
つ
て
採
掘
さ
れ

第
ニ
十
1
!卷

_(

六
四
九)

採
炭
方
法
.の
狻
：化w

兒
：童
雇
傭
.
' 

第
叫
魏
：

一
六
七
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I.l.-r

四
.
卷
；
.

C

六
...五
.
〇

〕

，
採

炭-/
/
法

.；

.
の
.；
變

化

>
/
兒
#

顧

傭 

...第

.四

.
旗 

一
\'
.-\

た
の
..で
あ
る
_

此
の
種
の
方
法
は
無
限
k
,行

は

れ

得

べ

の

で

な

s

 

o 

'
蘇
^
後

者
^
あ
0
て
は
坑
內
の
延
長
ず 

る
に
從
^
運
搬
、
排
水
、
l
*l
k
不
便
を
*

す
^
; 

€が
：多
い
^
で
あ
る
o
や
が
て
铿
坑
が
開
盤
さ
る
る
^
至
っ
た
0 

十
笞
世
紀
末
忙
は
英
蘭
の
全
炭
田
は
、其
の
：程
度
^
相
違
乙
.そ
あ
れ
悉
く
採
掘
：3
れ
：て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る
0
殊
k

ニ H 

ゥ
キ
？
：ス
ル
附
近
^
於
て
は
採
掘
箇
所
が
甚
だ
多
か
0
た
爲
め
、'
夜
間
該
市
は
近
：寄
る
乙
ミ
は
危
險
で
あ
る
ど
3
れ 

で
ゐ
作
程
で
あ
っ
气
⑴

謂

ゆ

る

I

^

な

5-
も
の
は
、
淺
.い
且
狹
小
な
聲
坑
を
_
鑿
し
坑
.底
^
於
て
之
を
懷
弋 

し
，安
全
祀
5:
限
ク
採
掘
す
'る

，も

の

，
で

あ

，
っ

.：て
、
M
に

掘

進

す

る

乙

W

が
危
.險
.•や
な
：れ
：ば

此

の

坑

を

廢

棄

し

、
R
も
そ 

の
近
く
に
新
坑
を
開
く
の
で
あ
る
。
原
則
ど
し
て
舊
坑
は
捨
石
其
の
他
を
以
て
充
填
.せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
： ̂

こ

の

乙

ビ

は
完
全
^
行
は
れ
な
ヵ
っ
'た
。
此

のopen' c
o
a
l
-
d
e
l
f

は

人

畜

に

ど

つ

て

ま

こ

^
^-
危
險
な
場
所
で
あ
つ 

た

o

殊

^

此

處

R

水
が
溜
っ
て
ゐ
，る
場
合
、
雪
が
積
っ
て
，

Q

る
場
合
^
は
尙
!£
■
の
：

M

•ど
で
あ
っ
た
o S

勿
論
淺
所
R
存
す
る
炭
層
が
無
限
な
も
の
で
なS

以
上
、
己
の
採
炭
法
■も
繼
續
し
て
行
ひ
得
る
も
の
で
次
ハ
。
又 

炭
ぉ
の
賃
貸
良
約
を
結
ぶ
^
合
賃
貸
者
は
淺
所
の
み
を
採
収
す
べ
か
ら
ざ
る
旨
の
條
件
を
附
す
る
Z

(£
が
多
か
っ 

た
。
G

此
等
が
刺
戟
i

っ
て
や
が
.て
採
用
せ
ら
れ
た
の
が
、

ど
橫
坑VJ

を
穿
っ
て
採
炭
す
る
u
t 

I
 

adit 

s
y
s
t
e
m

で
あ
る
0
此
の
方
法
は
筒
單
で
あ
々
且
劾
果
が
多
い
の
で
、
可
成
6
長
い
間
行
は
れ
た
。
⑷

此
の
！
蹲
か 

ら
籠
^
入
れ
た
石
炭
を
搬
出
す
る
の
た
運
搬
夫
の
背
を
借
办
た
の
は
勿
論
で
あ
る
.。

而

も

^

は

成

年

男

子

の

み

で

な
 

く
赁
人
も
費
右
か
ら
之
^
從
事
し
て
ゐ
た
。
此
の
憤
か
が
漸
次
行
は
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
十
四
世
紀
中
葉
に
手 

動
捲
揚
機
が
此
の
目
的
^
使
用
^
れ
る
や
ぅ
^
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

十
七
世
紀
初
年
双
降
f
.
た
k
開
坑
す
る
に
先
立
っ

て

試
錐
が
行
は
れ
る
や

ラ

K

な
：々
、

冒

險

的

に

最

初

か
ら
多

额
の
資
本̂

,

投
じ

.

.

で
開
鑿
ず
る
や

K

r

な
Z 

V」

は
廢
3
れ
た
6
C5
)

:

而
し
て
此

'
.

の
世
紀

.

の
中

®

 

吾
人
は
炭
* .

業
K

於
け 

る一

大
發
鹿
の
萠
芽
を
異
る
の
で
あ
る
。
炭
取
ビ
軌
道
の
使
用
に
ょ
る
運
炭
設
備
の
改
新
が
楚
で
あ
る
。
此
の
货
耍 

性
に
就
て
は
後̂

讓
ぅ
、
こ
こ
に
は
此
の
改
新
が
採
炭
法̂

及
ぼ
し
た
効
果
の
み
を
述
べ
ょ
ぅ
。
即
ち
改
新
^
ょ
っ 

て
切
沏(

採
掘
場〕

は
坑
底
か
ら
可
成
ぅ
遠
い
處
ま
で
進
ん
で
も
ょ

S

や
ぅ

H

な
っ
た
の
で
あ
る
。
愛
に
於
て
誘
入
さ 

れ
た
採
炭
法
が
柱
房
法
で
あ
り
た
。

柱
房
法
^
は
炭
層
を
相
互
.に
直
角
^
な
す
べ
き
ニ
系
の
水
平
坑
道
^
ょ
っ
て
掘
割
气
然
る
後
^
殘
も
の
炭
柱
を 

柱
引
&
し
.て
採
炭
す
，る
方
法
で
あ
る
。
炭
層
の
厚
さ
三
呎
以
上
な
る
場
合
、
及
び
三
呎
以
下
で
あ
.っ
て
も
力
ム

バ
ァ 

ラ
ン
ド
州
^
於
げ
る
が
如
.く
下
磐
が
柔
か
な
粘
土
層
ょ
6
な
6
て
膨
起
を
起
し
易
さ
炭
層
の
場
合
は
此
の
方
法
を
用 

ゐ
る
を
可
ビ
す
る
。
又
、，
水
を
有
す
る
他
の
坑
內
の
下
に
存
在
す
る
炭
層
を
採
掘
す
る
場
合
^
は
此
の
方
法
に
ょ
る 

?:
普
通VJ

オ
る
。
要
す
る
^
此
の
方
法
は
.採
掘
跡
を
充
塡
す
べ
3
捨
石
を
十
分
^
有
せ
ざ
る
厚
き
炭
層
に
最
も
適
合 

し
、
又
は
堅
さ
天
井
を
有
す
る
脆
さ
柔
さ
炭
層
に
對
し
て
可
成
6
適
合
す
る
.も
の
で
あ
る
。
的
此
等
の
種
々
の
條
件 

^
ょ
つ
て
ノ
オ
ザ
ン\

 

rラ
ン
ド
州
ダ
ァ
ラ
ム
州
カ
ム
、パァランド州

h

ノ
ン
力
シ
ア
州
ヨ
ォ
ク
シ
ア
州
ダ

k

ビ
ィ
シ 

ァ
州
及
び
蘇
蘭
に
於
て
は
此
の
柱
房
法
が
採
用
3
れ
た
。
6

此
の
採
炭
法
を
用
ゐ
た
場
合
地
表
の
諸
建
造
物
及
び
堅 

坑
自
體
を
變
災
k
對
し
て
保
護
す
る
爲
め
^
、
竪
坑
の
下
底
に
殘
す
べ
さ
炭
柱
は
可
成
ぅ
大
廣
る
も
0-
で
あ
る
。
時 

に
は
全
石
炭
量
の
半
分
が
永
久
^
地
下
^
韙
^
れ
た
の
ゼ
あ
っ
た
。.
從
て
日
々
の
產
出
额
增
加
に
取
念
す
る
坑
夫
が 

此
の
禁
#/
の
富
^
對
し
て
食
指
を
動
か
し
た
こ
ど
は
當
然
で
あ
る
。
此
の
內
密
の
惯
行
は
.I

七

I
.

三
年
ョ
ォ
ク
シ
ァ 

州
に
於
て
旣
k
行
は
'れ
，一
七
三
◦
年
代
に
は
北
部
英
蘭
に
於
て
公
然
に
行
は
れ
气
⑶

乍
併
此
の
慣
行
^
ょ
っ
て
變

■

第
二
十
四
卷

(

六
艽
1)

採
炭
方
法
の
變
化w

兒
童
屈
傭 

笫
四
號
一
力
九



站n

十

叫

卷

c

六
五
ニ)

採
炭
方
法
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變
化
ミ
兒
童
属
傭
.

 

第
四
號 

一
HO
 

災
發
生
が
增
加
し
た
乙
ど
は
貢
ふ
ま
で
も
な
く
、
.
-*
七
九
五
.年
ト
ォ
、
マ
ス
；

%

 
r
.
ネ
ス
の
考
案
^

な
る
大
區
劃
法 

c
p
l
n
e
l
r
w
o
r
k
i
n
^

の
誘
入
も
、
其
の
變
炎
の
一
部
分
を
阻
止
す
る
^

過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
§

而
も
注
房
法
こ 

ょ
っ
て
厚
さ
炭
層
の
み
を
採
掘
し
、
薄
き
炭
層
又
：は
採
掘
困
難
な
る
炭
層
を
棄
て
て
顧
み
な
い
こ
^
は
、
石
炭
の
需 

要
'遞
增
^

共
k
廢
3
れ
ね
ば
な
ら
な
か
り
た
0

即
ち
薄
層
採
掘
の
必
要
を
感
ず
る
に
0

っ
て
其
の
方
法
^
し
て
提
出

せ
ら
れ
.た
も
の
が
長
壁
法
で
あ
る
。

•

 

-

 

.

上
記
諸
地
方
の
外
、
十
八
世
紀
末
ナ
ゥ
ス
•
ゥ
エ
ル
ス
k
'於
て
行
は
れ
た
の
は
柱
房
法
で
あ
っ
た
が
、
英
蘭
中
部 

地
方
に
於
て
ば
長
壁
法
が
採
用
3
れ
た
。
此
の
ニ
方
法
の
内
孰
れ
を
>」

る
か
は
炭
層
.の
厚
薄
の
外
に
、炭
層
の
傾
斜
、
 

上
磐
及
び
下
磐
の
性
質
、
炭
層
の
地
表
か
ら
の
深
さ
、
衣
炭
の
性
質
、
浼
水
の
有
無
等
の
事
情
に
ょ
り
て
決
定
せ
ら 

れ
る
の
で
あ
る
°
從
て
同1

地
方
の
炭
坑
，

V
J

雖
も
其
の
狀
況
如
何
に
ょ
っ
て
採
炭
法
は
異
な
る
ベ
&
も
の
で
あ
る
。 

內
田
氏
k
據
れ
ば長

®
!

法
k
於

X
淡

、
.石
炭
は
#
ろ
'
k
翦

し

っ

っ

あ

る

長

，

4V

炭
壁
k
添

ふ

て

證

3
れ
、
後
方
の 

探
掘
跡
は
充
塡
物
を
以
て
滿
た
^
れ
、
而
し
て
或
る
間
隔
^

»
れ
て
支
坑
道
が
切
羽
^
向
っ
て
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
0
 

長
梦
法
の
長
^

の
第
一
は
石
炭
が
普
通
僅
少
の
損
失
?:
以
て
採
掘
せ
ら
れ
る
こ
ど
で
あ
るo

即
ち
探
掘
場
の
閉
塞 

充
塡
、
殘
す
必
要
あ
る
炭
柱
、
及
び
竪
坑
底
の
炭
柱
等
を
損
失
す
る
^
過
ぎ
な
い
0
加
之
な
ら
ず
柱
房
法
に
比
す
れ 

ば
一
般
に
採
掘
容
易
で
あ
み
又
採
掘
費
は
低
廉
で
あ
る
。
|

驚

饽

双

て

は

㈱

_

は
®

々
の
炭
房
に
.於
て
操
業 

す
る
に
反
し
、
長
肆
法
k
於

て

は|

の
操
業
k
ic
名
の
勞
働
者
の
協
働
を
耍
し
坑
夫
の
.
1,團
を
以
て
®
傭
：f

善

.長
壁
法
は
十
七
世
轱
初
頭
シ
ぅ
れ
へ
ッ

ズ
ン̂
ァ
.州

'^
於
で
創
始
せ
：ら

れ

合

漸

夹
k
t f
房

法

又

.はf

0
變
法
を
：採
9

て

ゐ
"た
諸
.炭

田
R-
;
浸
入
じ
.
.で
行
O'
た
。
：
ギ
.々

ロ
グ
エ
小
は
據
れ
ば
十
7\
世
紀
-初
頭
ソ
マ
.
セ
ッ
ト
‘ゾ
ア
州
炭
田
K
於
て
は 

7
/
.の.新
採
掘
法
.は
確
立
さ
れ
て
居
々
、
ゥ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ア
州
に
於V

ば

1

^
ニ
0
年
代
に
シ
、
ロ
ッ
.フ
シ
ア
州
か
ら 

勞
働
者
^
!招
い
て
之
を
グ
リ
ッ
ヌ
炭
坑
R
誘
入
し
た
？§

た
^
タ
ィ
ン

及
び
ゥ
ィ
ア
兩
河
及
び
ゥ

K

ス
ト

•

カ
ム
、、、ノ

r
 

ラ
ン
ド
地
方
の
大
炭
田
は
此
の
影
響
の
範
園
外
に
立
つ
.。.
1八
七
〇
年
^
至
つ
て
ヮ
ィ
ト
へ
ィ
グ
ゾ
^
斯
法
は
行
は 

れ
た
が
、
ノ
ォ
ず
ン
バ
ァ
ラ
ン
ド
、
ダ
ト
ラ
ム
兩
州
に
於
て
は
'今
日
^
至
る
-ま
：で
柱
房
法
を
以
て
殆
ざ
終
始
し
て
ゐ 

る
の

で

.あ

る

o
此
の
理
_

の
»

|
は
.上
述
.の
如
さ
地
質
的
條
件
の
如
何
で
あ
る
o
第
一
一
；は

此

等

の

地

方

に

於

て

は

柱 

房
法
が
常
初
か
ら
行
は
れ
一
定
：區
域
よ
女
の
石
炭
產
出
額
增
加
に
よ
0
:て
.生
產
費
を
低
下
し
得
た
が
爲
め
：代
、
長
壁 

，法
の
利
益
ビ
な
す
處
は
何
等
斯
法
採
用
の
誘
引
力V

J

な
ら
な
か
'つ
：た
乙
？
^
因
る
'の
で
あ
る
。§

.
:採
炭
：法
^
於
け
る
一
變
苹
ミ
し
て
見
る
べ
き
も
の
^
火
藥
の
使
7|
1
.が
あ
.る
。
旣
^

1
六
八
2
年
ソ
マ
.セ
ッ
ト
シ
ア 

州
の
給
鑛
山
に
於V

、

又

一

六

八

九

年

r

ォ
シ
ゥ
ォ
.

V

の
錫
鑛
.山
に
於
て
.岩
右
爆
破
k
.火
藥
が
使
用
さ
れ
た
。
炭
礮
業 

k
於
て
は
之
よ
々
遲
れ
.

1

七
一
九
年
ケ
マ
セ
ッ
ト
シ
ア
州
の
竪
坑
開
擊
に
會
つV

障
碍
^
な
る
畏
石
爆
破
碎
代
用
ゐ 

ら
れ
た
の
•か
最
初
で
あ
る
。
此
の
誘
入
に
よ
つ
て
開
鑿
作
業
が
以
前
^
比
し
迅
速
^
行
は
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
は 

言
ふ
迄
も
な
い
o
而
し
て
此
の
後
約
：一
世
紀
間
火
藥
：の
使
用
は
此
の
方
而
^
.の
み
限
ら
.れ
て
ゐ
た
。
採
炭
の
一
手
.段 

ビ
し
て
炭
壁
破
碎
^
火
藥
が
最
初
用
.ゐ
ら
れ
た
の
は
十
九
世
紀
初
頭
即
ち
|
八
ー
三
年
北
部
豸

M

R

於
て
で
あ
つ
た
。
 

而
も
之
の
使
用
^
よ
つ
て
齎
ら
3
れ
る
勞
カ
の
節
約
^
採
炭
費
の
減
少
(£
は
？
勞
資
兩
方
か
ら
歡
迎
を
.受
け
約
二
十 

年
後
^
は
南
部
諸
州
に
於
て
.も
ー
.般
^
使
用
さ
る
る
^
至
つ
忆
。
§ 

:

:

,

: '
'

:斯
く
し
て
炭
坑
は
漸
次
其
の
大
き
^
?:
:增
し
た
。
之

<£
共
^
兒
童
め
雇
傭
ば
多
く
な
つ
た
，の
で
あ
づ
た
。
彼
等
は 

笫

ニ

十

四

卷C

六
五
三)

採
.炭
：方
法
の
幾
化
識
童
雇
傭

 

1

號

一

七

一



策
ニ
.十

四

卷C

六
五
四〕

採
蒙
誇
の
潘
化
：蟲

叢

傪
 

第

毘

一

七

ニ
 

雜
役
方
面
^
於
て
は
、粉
炭
ゃ
麋
芥
を
處
理
じ
た
气
坑
道
4
|整
理
^
た
>
、.
坑
夫
の
使
走
.

^
使
役
.さ
れ
る
。
此
の 

菊
役
に
多
数
屜
傭
3
れ
た
の
で
あ
る
。
51

'

彼̂
等
は
石
炭
掘
鑿
を
も
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
石
炭
の
掘
進
は
成
年
勞 

傲
者
の
み
か
從
事
し
た
も

の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
？
己
の
Z

^.
は
ナ
ゥ
ス
•
ゥ
エ
,
ス
又
は
東
部
蘇
蘭
に
見
る 

處
で
あ
つ
.た

.
何
故
^
此
等
の
：'幼
さ
者
が
此
の
荒
さ
勞
働
忙
從
事
し
た
か
を
.理
解
す
る
に
、は
.、：
賃
.鈒

支

^

制

度

か

ら
 

述
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
.が
、
钱
^
於
て
は
た
ぐ
彼
等
の
姿
を
見
る
^
止
め
る
。
彼
等
は
を
の
父
親
た
る
採
炭
夫 

R
料
は
れ
で
入
坑
す
る
を
常
ど
し
た
。
.朝
三
時(

時
に
，は
.六
時)

か
ら
：四
’
五
歲
；の
：彼
等
は
_

床
か
ら
引
&
出
3 

夜
五
時(

時
^
は
六
時)

ま
で
採
炭
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
た
く

注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
乙

ビ

は
、
此
の
入
坑
し
た
兒
童 

全
部
•か
鶴
嘴
を
以
て
採
炭
を
行
つ
.た
'の
で
な
い
乙
ど
で
あ
.る
？
或
る
者
は
此
の
從
業
時
間
內
.採
掘
揚
^
於
て
石
炭
.の
.
 

上
で
腿
眠
.を
ど
る
こ
ど
が
出
來
た
°
即
.ち
此
の
'場
合
^
は
.兒
童
は
、
.父
親
が
ー
、ド
ー
ラ
ム
を
..要
求
す
る
爲
め
の
道
具
 ̂

使
は
れ
た
^
過
ぎ
な
か
つ
た
の
，で
あ
る
。
又
或
る
者
は
父
親
の
.採
掘
し
た
石
炭
を
炭
籠
^
積
み
入
れ
る
爲
め
^
、
或 

る
者
は
蠟
燭
を
か
か
げ
て
父
親
の
採
炭
作
業
を
便
な
ら
し
ひ
る
が
爲
め
妃
使
用
^
れ
た
の
で
あ
つ
た
。g

乍
併
こ
の 

ai
r

A

n

p

R
於
け
る
兒
鸾
展
傭
數
は
全
體
か
ら
見
れ
ば
大
で
は
な
か
つ
.た
。
蓋
し
炭
坑
賃
貸
者
は
石
炭
の
涸
揭
を
恐 

れ
て
、

一

日
或
a
は
一
年
の
產
出
額
、同
時
^
開

坑

す

る

竪

坑

の

數

、
辰

傭

坑

夫

數

等

_の

最

天

限

を

定

め

て

採

炭

を

制 

限
す
る
こV

J

が
多
か
つ
た
.か
ら
で
あ
る
:0g

 

■即
ち
斯
の
如
&
場
合
k
あ
つ
て
.は
能
率
高
$
成

年

勞

働

者

が»
傭
J

れ 

る
の
は
當
然
セ
あ
つ
た
0

採

获

形

式

の

變

葙

ど

兒

童

辰

傭

は

以

上

の

如

く

で

あ

る

o
,以

下

^

於

て

は

採

炭

の

务

種

部

P J
k
■於
け
る
變
七
ヾ
し
其 

の
各
ノ

k
於

け

.る
兒

童
辰
傭
：V 」

を

A

よ

う

。
：
先

づ

第

|
_は
_

水

方

面

'で
ち

る

。'、

パ
 

;

.
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1〕

.'
■】

-ニ
/七
八
.苹
ナ
ク
.ト
ン
©
八
ム
道
で
石
炭
.̂'
1
'し
た
.が
爲
：办
.
'に_
,罰金
.を
.課
.ぜ
：.ら
れ
.た
.例
*か
.あ
，る
.
0
.
.

パ
2

>

一
三
七
ニ
年
ダ
ア
ビ
ィ
シ
ア
の
モ
ォ
レ
ィ
に
於
て
多
數
の
牛
が
溺
死
し
た
o s
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l
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cit. 
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Sykes, 
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c
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p
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0
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此
の
埋
由
に
就
い
て
は
後
に
雇
傭
關
係
を
述
ぶ
る
時
に
談
る
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Asllton 

a
n
d

 Sykes, 

o
p
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i
t
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I
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-
9
:

.三

'

.
坑
內
に
於
け
る
窒
息
瓦
斯
ッ
炭
籠
の
墜
落
、湧
水
等
は
中
世
初
期
に
あ
つ
て
も
坑
夫
の
蒙
る
變
災
の
原
因
で
あ
つ
た 

坑
办
湧
水
に
對
す
る
排
水
方
法
の
原
始
的
の
も
の
は
地
，上
排
水
：で
：あ
る

。
.之

が

一

步

進

むビ

橫
坑
道
が
用
.ぬ

ら

れ

.
、

第

二

十'-
©
卷

(

六
玉
玉

)

採

嚷

方

法

め

變

化

ミ

鬼

童

雇

'#
第

侧

黐

ー

七

严



■

す

四

猞

(

£

0 -
採
炭
方
法
の
變
化
で
兒
童
麗

. 

第
J

 

二
七
g

坑
底
ょ
彡
水
路
、
木
製
樋
等
^
ょ
0
で
山
腹
に
排
水
す
名
や
：5

^
衣
る
。
即
^
坑

底

か

ら

地

卞

排

水̂
ょ
つ
.：て

.]
8

水 

を
排
出
す
る
も
の
で
あ
る
.0
此
6

揚
合
^
は
當
然
坑
底
が
自
然
排
水
面
ょ
6
高
い
位
置
^
あ
る
；己
ど
を
要
す
る
。
然 

る
^
高
地
^
存
す
る
炭
層
は
有
限
で
あ
气
其
の
後
十
五
世
紀
^
、
自
然
排
水
而
以
下
の
低
地
^
開
坑
さ
れ
又
は
坑 

深
か
增
加
す
る
に
至
る
や
、'
上
記
の
方
法
を
以
て
し
て
は
奏
功
し
な
い
Z
ビ
は
言
ふ
迄
も
な
い
0
此
の
對
策
ビ
し
て 

1

四
八
六
年
フ
ィ
ン
チ
チ
ル
：.の
修
道
僧
は
、
ム
.ヴ
ァv

ゥ
：
ス
の
炭
坑
k
揚
水
#

筒
を
.設
け
馬
を
使
用
し
て
之
を
運
轉 

し

ナ

尔

A

r
の
如
&
叩
筒

デ

ン

(

cr
qs)

ベ
エ
ソ

ン
ダ
•
エ

ン

デ

ン

(
b
a
l
i
n
g

 

e
n
g
i
n
e
)

^ -
の
器
械
が
一
般
k 

用
ゐ
ら
れ
る
^
至
つ
た
の
は
尙
後
の
乙
^

^
屬
す
る
。
3 
:

1

六
〇
〇
部
リ
ン
>

.;
w
は
揚
水
啷
筒
を
發
朋
し
て
特
許
を
得
た
。
而
し
；て
此
の
時
以
後
、
此
の
問
題
に
多
く
の
注
意 

が
向
け
ら
れ
た
こ
ど
は
、
十
七
、
八
世
紀
k
於
け
.る
特
許
許
可
數
^
ょ
.
0
:て
知
るM

 VJ

が
出
來
る
。S

器
械
^
ょ
る
揚 

水
は
大
陳
^
於
て
は
夙
^
鑛
山
^
於
て
實
施
せ
ら
れ
て
ゐ
た
處
で
あ
る
が
、
英
國
炭
碾
業
汶
於
て
は
比
較
的
新
奇
な 

も
の
で
あ
つ
た
乙
こ
^
行
は
れ
た
の
は
チ
-
イ
ン
•
ポ
ン
プ(chain 

p
u
m
p
)

及
び
リ
フ
タ
イ
ン
グ
•
ボ
ン
ブoiftinq 

p
u
m
p
)

で
あ
つ
て
、
前
者
は
一
六
七
〇
年
^
部
英
蘭
、
殊
^
之
を
運
轉
ず
る
水
力
を
#
ら
：る
る
地
^
於
て
多
く
採
用 

S
れ
た
チ
-イ

 

V
'

ホ
ゾ

ブ
は
大
別
し
て 

chain 

of b
u
c
k
e
t
s

 

V
 chain 

with 

plates 

a
n
d

 

u
p
e
s

 

VJ 
の
ニ
種 vj 
な 

る

，
者
は
遮
雋
の
間
隔
を
置
い
て
木
製
長
方
形
の
バ
ヶ
ッ
を
ど
々
つ
け
た
猶
曝
鏈
で
あ
0
て
、
坑
口
の
權！2|

领

の 

4
勒
ょ
み
垂
下
し
之
を
囘
轉
し
て
揚
水
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
«

は
'パ
ヶ
ッ
か
ら
水
が
漏
々
ミ

ぼ

れ

、

S
坑

內

R
ト 

ii
V
J生
ず
る
Z V」

で
あ
つ
だ
，0
,之
を
補
ふ
爲
め
^
、
'
;デ
ヶ
，ッ
め
.代
A

k
適當

：.
の
間
隔
を
置
い
.て
圓
扳
を_VJ c

v

つ
け
、

此
.
_の
B
板
ど

间
徑
の
.へ
ぐ
イ

.

プ

の
中
k
.
:循
環
鏈
■を

通

し

，
て

瘍

水

す

：
る

：
も

の

が

後

奢

の

:'
,
-
0
1
,

を

|

か
P

H
 

o

i

で

あ

る

。：s

! •
坑

の

深

3
が

三

十

.導
以

1 .
の
場
合
に
は

.、

.其
の

橡

'に

1&
-
の

敉

半

分

の

，深
4
:の

济

ー

一

又

は

第

三

の

'摩

坑
 

が

穿

た

れ

、

兩

者

を

橫

坑

道

に

よ

っ

て

連

結

し

て

以

ヤ

操

業

を

容

易

な

ら

し

め

る

を

常

ビ

し

た
。

.

是
等
を
迤
轉
す
る
»
力
ヾ」

し
て
は
、
人
カ
に
よ
る
踏
取
や
馬
を
用Q

る
ダ

シ
：の
外
に
、
.蘇
蘭
に
於
て
は
.風
取
、
北 

部
英
蘭
^
於
て
は
前
記
の
如
く
水
卑
を
以
て
し
た
。
乍
併
人
馬
は
可
成
6
高
價
で
あ
A
、
風
力
水
力
は
不
斷
之
を
期 

待
す
る
乙

S
が
出
來
な
い
。
3
れ
ば
此
等
以
外
の
動
カ
の
探
求
^
注
意
が
向
け
ら
れ
た
こ
^
は
當
然
で
あ
る
。
此
の 

炭
破
業
^
於
け
る
技
術
的
革
命
は
、
.十
八
世
紀
初
頭
ト
ォ
マ
ス
•
サ
て
ゥH

リ
イ
€
ト
ォ
マ
ス
•
二
ュ
ゥ
コ
メ
ン
の
火
機 

(
a
t
m
o
s
p
h
e
r
i
c

 or fire e
n
g
i
n
e
)

の
發
明
}^
よ
っ
て
其
の
第一

步
を
踏
み
出
し
た
^
い
ふ
、へ
&
で
あ
ら
ぅ
。
素
よ
ぅ
オ
ソ 

ト
ォ
•
フ
ォ
ンV

ギ
ュ
リ
ッ
ヶ
の
空
氣
ボ >

,

ブ(

；.ー
六
五
.四
年)

、
ヒ
ュ
ゥH

V

の
火
藥
爆
發
R
よ
っ
て
生
ず
る
眞
空(

1

六
七 

八
：

—
-

七
九
年)

、
パ
■ビ
ン
の
眞
空(

一
六
九
〇
年〕

に
腸
す
る
實
驗
.は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
其
等
は
何
等
實
用 

汜
3
る
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
故
^
サ
ァ
ヴH

リ
イ
及
び
一
一
ュ
ゥ
コ
メ
ン
k
よ
っ
て
始
め
て
實
際
R
氣 

壓

カ

が

產

擊

進

步

上

に

利

用
3
れ
た
ど
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
.。3

而
しV

此
の
最
初
の
蒸
氣
機
關
R
對
す
る
需
要
は 

石
炭
採
掘V

J

錫
採
掘
ビ
の
.

1
1

方
面
よ
ぅ
來
れ
る
も
の
の
結
合
で
あ
っ
た
。
' 

fデ
グ
ュ
リ
イ
の
火
機
は

一

六

九

八

年

七

•月 

特
許
を
得
た
。
此
の
機
關
は
蒸
氣
壓
の
使
用
^
よ
っ
て
相
當
の
高
3
ま
で
揚
水
す
る
手
段
ミ
し
て
は
有
効
で
あ
っ
た 

が
、
隱
力
が
多
い
の
^
對
し
て
安
全
瓣
を
備
へ
て
ゐ
な
い
爲
め
可
成
6
危
險
な
も
の
で
あ
っ
だ
。
.此
の
欠
陷
を
補
は 

ん
が
爲
め
^

一
 一
"

ゥ
コ
メ
ン
は
凝
汽
器
ど
溜
氣
室
ど
を
分
離
し
氣
歷
の
み
を
用
ゐ
て
撟
水
す
‘る
考
案
を
し
た
の
で
あ 

る
。

1
七

'!1

年
彼
は
グ
リ
ッ
フ
炭
坑
の
揚
水
計
畫
を
立
て
、

一

七

1

三
年
此
の
地
k
機

關

を
建
造
し
た
.。
同
所
此 

於
て
機
關
設
置
前
に
は
五
十
頭
の
馬
を
用
、ゐ
て
揚
水
し
經
費
ー
ヶ
年
九
百
磅
を
下
ら
な
か
っ
た
，が
、
機
關
が
用
ゐ
ら

笫

ニ

十

四

卷

(

六
五
七)

採
炭
方
法
の
變
化
ミ
兒
震
像
 

第
四
號 

' 

一
七
五



第
二
十
四
卷(

六
五
八〕

採
炭
方
法
の
變
化
ミ
兑
鸾
雇
傭 

第

四

號
•

一
七
六 

る
る
や
蚤
は
瓦
五
十
磅
以
下
^
.減
じ
た
の
で
あ
っ
.た
。
§

1

七

一
五
年
ナ
ァ

グ

f

ィ
の
死
後
。

ロ
ン
ド
ン
の
一
部
の
商
業
資
本
家
は
相
集
.っ

て

H
J
^
o
i
p
a
n
y
o
f 

p
r
o


prietors 

of the 
Invention 

for 

raising 

W
a
t
e
r

 

b
y
a
r
e

 

'な
る
株
式
組
織
を
作
A
、：

此
の
後
十
年
間
各
地
の
炭
坑 

に
機
關
を
供
給
し
た
。
此
の
供
給
方
法
は
後
に
ボ
ォ
ル
ト
ン
及
び
ヮ
.ツ
ト
の
.採
.っ
た
方
法V

J

同
じ
く
、
建
造
費
に
常 

て
る
爲
め
炭
坑
主
は
シ
リ
ソ
、ダ
.
ァ
其
の
他
の
部
分
品
を
購
入
し
、
.定
期
妃
機
關
使
用V

 x

ト
を
支
拂
ふ
仕
組
み
で
あ 

り
た
。
.的

1

七
三
三
年
^
至
6
機
關
使
用
權
は
揚
合
に
よ
っ
て
は
一
定
金
額
で
，賣
却
3
れ
、
07
)

こ
れ
以
來
«
自
使
用 

數
は
急
激
に
增
加
し
た
。
勿
論
コ
ォ
グ
ブ
ル
ッ
ク
デ
；

^
於
け
る
鑄
鐵
法
、

ス
ミ
ィ
ト
ン
の
改
良
等
が
之
を
助
け
た
こ 

W

は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、，
實
質
上
機
關
は
變
化
な
く1

七
六
九
年
ジ
ェ
ム
ス
•
ソ
.ッ
ト
の
蒸
氣
機
關
發
明
ま
で
續
い 

た
。

一
一
.产
ク
コ
メ
ン
の
機
關
は
燃
料
消
費
额
が
甚
だ
大
な
る
欠
黠
を
有
す
る
ブ
此
の
除
去
を
圖
っ
た
も
の
が
ソ
ッ
ト 

の
發
叹
で
あ
る
。
ff
i

R
サ
ァ
ゥ
ヱ
リ
ィ
が
自
己
，め
機
關
を
指
し
てT

h
e

 

Miners,

■'-
F
r
i
e
n
d

 

V

呼
ん
だ
ミW

か
ら
、
 

彼
の
機
關
は
.最
初
か
ら
鑛
山
用
?:
目
的V

J

し
て
.，

Q

た
^VJ

が
分
る
が
、
之VJ

同
じ
く
ソ
ッ
ト
の
機
關
も
最
如
よ
炭
坑 

に
於
て
.趣
造
3
れ
た
も
：の

で

あ

っ

た

。

；
：

蒸
氣
機
關
の
發
明
は
炭
礦
業
史
上
最
も
重
要
な
る
事
件
で
あ
る
。
ソ
ッ
ト
の
發
明
後
も
尙
十
九
世
紀
^
至
る
ま
で 

は
從
來
の
火
機
の
使
用
^
る
る
方
が
多
か
っ
た
。
ソ
ッ
ト
の
蒸
氣
機
關
は
！
七
七
五
年
^
特

許

.

(

ニ
十
五
年
間
即
ち 

二
八
〇
〇
年
ま
で〕

，を
得
て
之
を
供
給
し
始
め
た
が
、
3

同
七
五
年
|

八
五
年
間
妃
五
個
、
§

八
六
年
^_

九
五 

年

間

十

二

：個

、
九

六

年1

一
八
0
〇
年
間
^
三
個
作
ら
れ
た
^
過
ぎ
な
か
0
た
0
新
機
關
が
技
術
上
優
秀
な

ソ
,
ト

の
要
レ求
す
る
條
件
k

;

#
す
る
。；
第
一
，

1

は
翱
機
關
.の
一
特
氣
た
：る
：石
炭
の
節
約
は
炭
坑
主
：ド
殆
ざ
訴
え
ろ
處
•か
な 

か

っ
な
爲
め
で
あ
.る
。
.
故
.
k

ブ
ッ
ト
の
發
明
k

よ
っ
て
魴
績
業
R
.
生
じ
た
や
ぅ
な
變
化
は
、
.十
八
世
紀
末
の
炭
破
業 

k

於
て
は
.之
を
見
な
乙

?

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
cl
f

0
た
< 

此
等
の
ド
吸
水
卿
筒
や
蒸
氣
_

筒
の
使
用
に
よ
っ
て
、
 

從
來
放
棄
さ
れ
て
ゐ
た
沥
水
多
さ
炭
坑
は
«

5

開
か
れ
、
又
現
在
操
業
し
.
.て
ゐ
る
炭
坑
は
页
に
掘
進
3

れ

る

^

至

っ
 

た
。
而
し
て
此
の
進
鹿
を
尙
促
が
し
た
も
の
は
後
^

述
ぶ
べ
き
軌
道
の
發
明
で
あ
る
。

斯
の
如
き
排
水
作
業
^
從
事
す
、る
勞
働
考
の
中
に
兒
童
は
勿
論
含
ま
れ
て
ゐ
た
。
地
表
に
於
て
デ

y
の
囘
轉
に
鸪 

を
使
用
す
る
場
合
は
此
の
驅
使
を
、
，
水
取
の
用
ゐ
ら
れ
た
時
は
其
の
赉
を
し
た
の
は
兒
童
で
あ
る
。
他
面
坑
內
^
於 

て
_
筒
が
使
用
3
る
名
揚
合
、
此
の
運
轉
R
兒
萤
が
屜
傭
^
れ
る
乙
ど
も
尠
く
な
か
っ
た
。
彼
等
は
八
、
九
歲
の
货
.
 

兒
及
び
.女
兒
で
あ
っ
た
。
此
の
‘地
底
に
あ
っ
て
採
掘
場
の
排
水
^
努
め
る
時
に
は
、
其
の
操
業
は
湧
水
®
度
よ
6
速 

か
^
之
を
汲
み
揚
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
操
業
中
其
の
兩
足
は
水
中
に
あ
る
こ
^
が
通
例
で
あ
6
、
石
炭
採
掘
が 

行
は
れ
な
い
時
で
も
朝
三
時
乃
至
五
時
か
ら
夜
六
時
又
は
七
時
ま
で
從
業
せ
.ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
CH
)

滿
々W

水
を
湛
え
た
奮
坑
や
廢
坑
か
.
6
の
出
水
に
よ
.

C
V

て
變
炎
を
生
む
N

K
は
夙
に
ー
六
五
八
年
之
を
異
る
。せ

.
 

坑
夫
が
常
に
曝
3
れ
て
：

Q

る
危
險
は
後
述
す
.る
瓦
斯
め
引
火
爆
發
の
み
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
水
^
對
し
て
も 

彼

等

は

戰

を

宜

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

.で

あ

っ
た
。
地
下
水
の
破
壊
力
を
統
制
す
るM

 VJ

が
至
難
で
あ
っ
た 

乙
^
は
.、
.幾
多
の
氾
濫
の
記
録
^
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
其
の
中
最
も
被
害
甚
し
き
も
の
は
■
八

一
五
年
五
月
ヒ
ィ 

ト
ン
：炭
坑
に
1於
け
る
舊
坑
よ
.
A
の
氾
濫
で
あ
ら
ぅ
。
同
所
^
は
.
一
七
.四
.五
年
以
來
廢
坑
が
あ
3
、掘
進
^
際
し
て
常
^
.
 

之
に
會
せ
ざ
名
や
ぅ
試
錐
を
行
っ
て
之
5:
避
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
偶
,

橫
坑
の
掘
進
^
よ
っ
て
之
に
接
近
し
た

第
..ニ.十
.四

卷

(

六
瓦
九)

猓
炭
方
法
の
變
化v

兒
贲
麗
;#
第

四

被

一

七

七



第
-:
十

四

卷

(

六
六
〇
>

 

採
炭
方
.法
の
變
化V

兒
章
M
傭 

：

第
四
號
ニ
七
八 

爲
め
坑
壁
を
崩
壊
し
て
：，氾
久
し
來
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
',
:
而
し
セ
此
炭
坑

«̂

坑
.は

|
筒
の
み
で
あ
っ
た
爲
め
逃
ぐ
る 

k
暇
な <

溺
死
者
七
十
：五
名
を
算
し
.た
の
で
あ
る
。
：

g.:

斯
.の
如
§
變
炎
は
_
筒
ミ
蒸
氣
機
關
^
の

發

達

：を

俟

.
っ

て

初
 

め
て
避
く
る
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。'

;
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T
h
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C
o
m
p
l
e
a
t
o
o
m
e
r
o

 g
は
れ
た
坑
內
湧
水
纪
對
す
る
方
策
：は
以
，上
.の
.如
く
':で
あ
る
が
、
坑
內
に
發
生
す
る
有
審 

瓦
斯w

其
の
發
火
R
對
し
て
は
如
何
な
る
手
段
を
用
ゐ
.た
か
は
次
節
の
問
題
.で
あ
る
。
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あ
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I
J
r

v 1.

よ
リ
引
.用

經
坑
ゃ
橫
坑
が
未
だ
小
规
模
の
も
の
で
あ
.っ
た
時
代
^
.坑
夫
を
僧
ま
す
4
の
は
窒
息
瓦
斯
.

(

炭
酸
瓦
斯)

で
あ
$
、
 

竪
坑
や
橫
坑
が
大
ど
な
み
通
氣
を
適
當
^
行
べ
な
く
な
っ
た
時
に
坑
夫
の
大
敵
^
な
っ
た
も
の
は
坑
氣(
炭
化
水
素) 

で
あ
っ
た
。
前
者
の
存
在
す
る
揚
所
^
於
て
は
燭
火
が
消
え
る
の
で
之
を
豫
知
す
る
乙

ヾ

」

が
出
來
る
。
S
は
云
へ
炭 

坑
の
深S

所
に
屢
*
人
間
の
身
長
以
上
の
層
?:
な
し
て
居
6
、
其
の
中
^
入
る
も

の
，
を

悉

く

窒

息

3
せ
る
の
で
あ
っ 

た
。
後
者
は
蠟
燭
の
焰
よ
り
引
火
爆
發
し
以
て
爽
坑
S:
全
滅
せ
し
IT
.る
こVJ.

が
®
く
な
く
、
又
石
炭
の
探
掘
跡
に
は 

坑
氣
が
充
.滿
す
る
^
ど
が
多
か
っ
た
。
是
等
有
赛
瓦
斯
の
爆
發
^
よ
る
變
災
の
最
初
の
も
の
は
一
六
ニ
一
年
ゲ
エ
ッ 

へ
ッ
ド
炭
坑
^
起
づ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
ふ
ハ
セ
五
^

モ
ス
テ
ィ
ン
，̂

於

け

る

爆

發

は

激

烈

で

あ

っ

て

'坑

夫

が

坑

底 

か
ら
吹
さ
揚
げ
ら
れ
た
。S

,

十
八
世
紀
^
至
ぅ
開
鑿
技
術
の
進
^

^
よ
っ
て
含
水
層
を
貫
い
て
深
く
開
®
す
る
乙VJ 

が
可
能
ど
な
ぅ
、
之
^
麗
傭
す
る
坑
夫
數
の
多
く
な
る
^
從
て
、
變
災
の
數VJ

程
度
ど
は
增
大
す
る
に
至
っ
た
。
坑 

氣
は
深
層
^
多
く
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
取
简
な
通
氣
方
法
は
行
は
れ
た
が
、
坑
氣
を
排
出
す
る
妃
足
る
氣 

.流
の
無
.い
場
合
^
軍
^
空
氣
を
混
入
し
て
.坑
氣
を
薄
め
る
こ
i
は
.、
餘
計
爆
發
の
機
會
を
多
く
す
る
も
の
で
あ
る
o 

;

通
氣
堅
坑
e
よ
っ
て
坑
內
.の
通
風
を
よ
く
し
^

へ
す
れ
ば
、
上
記
一
一
っ
の
瓦
斯
の
有
害
な
作
用
は
避
け
得
ら
れ
る
の 

.

で
あ
る
が
、
其
の
建
造
费
の
高
價
な
爲
め
.に
此
の
設
置
を
顧
み
な
か
っ
た
炭
坑
.，か
多か

..

っ
た
の
で
あ
る
。
加
之
な
ら 

ず
照
明
手
段
と
し
て
は
、
蠟
燭
を
使
っ
：て
操
業
す
る
以
外
^
何
等
方
.法
は
な
.か
っ
：た
。
從

て

此

の

使

用

よ
6
生
ず
る

笫
ニ
十
四
卷C

六
六
一)

：
輝
炭
方
法
の
變
化
ズ
兇
童
屌
侦 

筋
叫
號
.
.

j .

七
九



.•?
一
十
四
# 

C

六
六
二)

採
炭
方
法
の
變
.化U

兒
贲
.履
傭 

第
四
，號

一
八
0

.爆
發
：の
危
險
は
不
可
避
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
爆
發
の
原
因
に
は
此
の
他
^
坑
夬
の
不
注
意
^
菽
く
も
の
も
齡
く
な 

か
つ
た
。
例
.へ
ば一

七
四O

年

一

月
タ
ン
フ
イ
ル
1'
炭
坑
^
於
て
操
業
中
の
坑
夫
が
暖
を
^
ら
ん
ど
し
て
焚
火
を
し 

，た

爲

め

火

災?:
起
し
た
乙W

の
如
&

是

で

あ

：る

O
S
;

.
斯
く
て
長S

間
爆
發
の
發
生
は
不
可
抗
力
^
做
^
れ
、
愛
に
於
て
被
番
者
救
助
方
法
^
の
：み
.注
意
.が
拂
は
れ
た
。如 

何
な
る
芋
段
^
ょ
る
か
ど
言
へ
ば
、

一
六
七
五
年
k
記
せ
ら
れ
た
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。「

窒
息
瓦
斯
又
は
後
瓦 

.
斯(

坑
氣
の
爆
發
k
ょ
ぅ
在
じ
た
：■る
瓦
斯)

の
爲
め
^
意
識
を
失
.っ
.た
者
の
.年
常
は
、
地
表
^
穴
を
穿
っ
て
此
の
中
に 

頭
を
ス
れ
ぅ
は
土
を
か
け
る
の
で
あ
る
。
之
で
効
果
が
なs

時
は
麥
酒
の
中
^
身

體

を

漬

け

、
尙
効
驗
が
現
は
.れ
な 

S

場
合
は
其
は
絕
望
で
あ
る
。」

3

此
の
後
に
至
っ
て
：、炭
化
水
素
は
空
氣
ょ
6
輕
い
か
ら
天
井(

上
磐)

近
く
^
集
る 

傾
向
あ
.る
•こ
ど
、
及
び
其
の
存
在
の
有
無
は
經
驗
者
が
蠟
燭
の
«
色
の
變
化
^
ょ
っ
て
探
6
得
る
$

」

を
利
用
し
て
、
 

故
意
^
爆
發
せ
し
め
又
は
通
氣
^
行
っ
て
之
を
撒
べ
こ
^
が
圖
ら
れ
た
。
前
者
はHring 

VJ

稱
せ
ら
れ
十
七 

世
紀
^
多
く
の
炭
田
に
於
てC

 
ノ
オ
ザ
ン
バ
ァ
ラ
シ
ド
州
，ダ
ァ
一
フ
ム
州
を
除
く)

行
は
れ
た
0
言
ふ
ま
で
も
な
く
此 

の
方
法
- ^
炭
坑
自
體
及
び
人
命
^
危
險
を
伴
ふ
^
の
で
あ
る
。
從
て
瓦
斯
の
'多

.い

炭

坑
に
於
け
る
此
の
問
題
の
眞
の 

解
決
策
は
、
有
効
な
る
人
エ
的
通
氣
方
法
.に
存
す
る
。
而
も
此
の
方
面
の
進
步
は
遲
々
ミ
し
て
進
爻
な
か
っ
た
の
で 

あ
っ
た
。
即
ち
ヮ
イ
ト
{
イ
ダ
ン
^
見
る
如
<
新
た
^
開
.い
た
坑
內
^
坑

氣

あ

々

>

」

.思

は

れ

た

時

は

之

を

放

置

し

て
.
 

瓦
斯
の
逛
散
を
待
ち
之
が
數
年
^
も
及
ぶ
こ
ビ
が
あ
っ
た
こ
ど
、
又
は
ダ
ァ
ビ
イ

シ
ァ
州
^
見
る
如
く
溻
^
の
,
计乂 

を
以
て
座
坑
內
を
數
囘
攒
さ
廻
は
し
て
坑
氣
の
稀
薄
ビ
な
る
を
待
つ
乙
ど
等
是
で
あ
る
。S

 

:

通
氣
竪
坑
を
：穿
：

c
v
v
^

空
氣
：の
循
環
^W

圖

る

;:
1
せ
.は

漸

次

行

は

；る
る
k

I
っ
^
、
此
.の
場

合

堅

：坑

上

：に

烴

突

を

建

て
る
乙

f
は
.、.
.高
啟
：の
相
。遂
：R

i

:

oて
生
ず
る
大
氣
の
溫
度VJ..

重
量
ど
'の
.■差
異
を
强
め
〃V
此
の
.循
璜
を

增

加

せ

し

ひ 

る
も
の
で
あ
る
。
：又
.地
方
^
ょ
ヴ
て
.は
.坑
ロ
が
斜
坑
で
.な
く
垂
直
な
.る
揚
合
に
こ
の
竪
坑
を
板
圍
ひ
し
て
之
を
縱
R 

二
.分
し
、

一

方
?:
啷
筒
用
ど
す
る
共
に
新
鮮
な
る
空
氣
を
入
れ
、.
他
方
を
捲
揚
用
の
外
か
に
汚
れ
.た
空
氣
の
排
出
ロ 

ど
し
て
用
，

Q

た
。
.
页
^
通
氣
坑
設
置
^
ょ
っ
て
も
尙
空
氣
の
循
環
が
不
十
分
な
る
時
^
は
、屢
<
棬
揚
坑
ど
は
可
成
6 

離
れ
た
地
點
妃
穿
た
れ
た
通
氣
坑
內
に
火
籠
を
下
げ
、
或
は
竪
坑
底
に
於
て
火
を
焚
い
て
通
氣
を
圖
っ
た
。
1̂

3
§
 

ventilation

是
で
あ
る
。
€

乍
併
此
の
方
法
は
明
か
^
危
瞼
で
あ
る
。：
之
を
避
く
る
爲
め
^

一
 

七
六
〇
年
北
部
*

«

ゥ
ィ
ァ
河
地
方
^
行
は
れ
た
の
が
、
地
表
^
於
て
火
を
焚
き
木
製
パ
イ
ブ
^
ょ
：つ

て

之

を

通

ず

る

も

の

で

あ

る

°

而 

し
てM

の
爆
發
の
危
險
を
更
k
減
じ
た
も
の
は
、

1

八

1

0
年
頃
ジ
ョ
ン
•
>
'ッ
ドV

.

の
考
案
^
な
る
祺
合
通
氣
方
法 

で
あ
つ
た
0
(0
:

斯
の
如
き
方
法
を
以
て
.し
て
完
全
な
®'
氣
を
期
待
す
O'
己
^J

は
難
い
。.
而
も
炭
坑
が
其
の
大
き
さ
を
增
す
k
從
ひ 

新
鮮
な
{
€氣
に
觸
れ
な
い
箇
所
は
增
加
し
、
殊
に
瓦
斯
ば
採
掘
跡
に
多
く
蓄
稹
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
天
井
の
陷
落 

又
は
氣
歷
の
變
化
k
ょ
っ
て
、
炭
酸
£

«
や
坑
氣
は
通
氣
の
行
«
ら
な
い

箇
所
か
ら
操
業
筒
所
へ
.現
は
れ
て
來
る
。

此
の
危
險
の
對
策
は一

七
五
.〇
年
頃
ヮ
イ
ト
へ
'
イ
ダ
ン
k
於
て
案
出
3
れ
實
施
3
れ
た
。
即
ち
坑
道
に
煉
瓦
又
は
木 

製
の
區
劃
壁
.を
設
け
て
巧
み
^
坑
內
全
部
^
通
氣
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。

一
七
艽
九
年
五
月
同
地
を
訪
れ
れ
ジ
ョ
ン
.
 

ゥ
ェ
ス
レ
イ
は
次
の
勿
く
述
べ
て
，

Q

る
。
;W

h
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n
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f
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s
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rt
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or 

four 

v
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笫
二
十
叫
卷
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六
六
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採
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笫四號.

一八ニ

then- m
o
v
e
s
:

 briskly 

u
p

 

§
 

a
o 

oth
e
r

 s
i
d
e
/
,

1
七
六
0
年
頃
之
が
タ
ィ
シ
.河
ゥ
ィ
ァ
河
地
.方
の
炭
坑
^
誘
入
3

.

れ
た
時
、
SI
R
黛
み
通
6

R
空
氣
を
：通
ず
杏
爲
め
^
開
閉
扉
が
設
け
ら
れ
气
而
し
て
こ
：の
開
閉
扉
は
殆
ざ
皆
石
炭

述
搬
に
通
行
す
る
以
外
は
閉
ざ
^
れ
て
居
ぅ
、
'此
の
開
閉
は
兒
童
勞
働
者
^
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
.
。S

通
氣
方
法
の
改
善
は
愛
；2
兒
童
勞
働
者
^
對
す
る
需
要
を
增
加
し
た
の
で
あ
る
,°
開
閉
扉
番
の
仕
事
は
甚
だ
取
調

な

も

の

で

あ

，っ

て

成

年

勞

働

者

の

到

底

堪

え

得

る

處

の

も

の

で

は

無

s

o
加
之
な
ら
ず
利
潤
を
增
S
/L
が
爲
め
に
廉

價
勞
働
を
以
て
代
置
す
る
z

2£

は
經
營
者
に
ビ

っ
て
當
然
の
乙
ど
で
あ
っ
た
：。：
開
閉
扉
番
に
兒
童
を
雇
傭
し
た
の
は

何
れ
の
地
k
も
行
は
れ
た
己
.ど
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
通
常
五
.歲
.乃
至
八
歲
の
年
齡
の
者
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
靡
の
傍

R
作
ら
れ
た
眞
暗
な
小
穴
.の
中
^
十
ニ
時
間
休
ま
ず
k
幽
b
て
ゐ
た
。

1

具
.
<£
し

て

癥

燭

を

與

へ

る

が

如

& 
Z

ビ

は
殆
ざ
な
か
っ
た
ヾ」

言
づ
て
ょ
い
。g

縱
合
蠟
燭
が
與
へ
ら
れ
た
ど
し
て
も
讀
書
を
し
て
ゐ
る
所
を
見
つ
か

れ
ば
咎
め
ら
れ
た
。「

彼
等
は
其
の
勞
働
k
全
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
-0
盡

す

'ベ

乡

任

務

を

與

へ

ら

れ

て

ゐ

る

の
で
あ
る
。J§

其
處
は
坑
失
が
こ
の
扉
を
通
過
す
る
以
外
は
全
X
孤
獨
、
暗
黑
、
沈
默
の
境
で
あ
っ
た
。
暗
所
±
兒

童
の
.一
般
化
恐
れ
る

も
み
で
あ
る

o
此
の
淋
し
さ
に
ょ
っ
て
此
等
兒
童
が
精
神
虛
弱
者
S
な
る
己
ど
は
尠
く
な
か
っ

た
。H

ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
を
借
6
る
な
ら
ば「

彼
等
を
愚
鋪
^
し

動

物
化
す
-る

無

爲

の

退

屈

き

を

凌

ぐ

^
-必
耍
な
仕

事
す
ら
持
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。」

§
彼
等
の
犮
ば
、
常
^
滴
6
落
っ
る
水
の
音
ど
、
惡
.戯
を
す
る
鼠
、
银
虫V

J

で

あ
っ
た
。
鼠
が
彼
等
の
食
物
を
盜
み
去
るM

ど
は
珍
し
く
な
か
っ
た
ノ
又
®
燭
が
黯
5
れ
て
：0
る
場
合
之
を
鼠
が
%

は

え

去

6
.其

の

爲

.め

^

瓦

斯

が

爆

發

し

た

《

も

あ

っ

た

0
.炭
坑

^

»
傭

さ

る

る

兒

童

中

、
爆

發

の

蔓

延

を

防

ぎ

瓦 

斯

の

流

動

ど

阻

ひ

此

.の
；開

閉

- »
番

に

於

け

る

务

の

ば

、
、其

の
.操

_

の

單

間

な

る

爲

め
V 」

し

て

，最

务

幼

少

な

る

者

で

も
.

:っ
た
。
.
而

し

て

此

の

〈

幼

者

の

雙

腕

の

上

R
炭

坑

內

k

あ
る
勞
働
者
全
部
の
生
命
は
か
か
っ
て
ゐ
ム

i
_の
で

あ

っ

れ

。

(I
'
)
 

'他
方
に
於

て

坑

氣

及

び

其

の

引

火

條

件

k
對

し

て

科

學

的

硏
究
が
行

は

れ

た

。

而

し

て

此
の
方
而

R
あ

っ

て
も
其 

の
先
驅
者
は
ヮ
イ
ト
へ
イ
グ
ゾ

R
於
け
る
も
の
で
あ

っ

た

。

瓦
斯
が
突
然
爆
發
す

る

の
を
防
业
す
る
^

は
通
氣
の
み 

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
瓦
斯
が
引
火
し
なS

照
明
方
法
の
發
見
が
必
要
で
あ
る
。
裸
蠟
燭
の
危
險
を
避
け
て
十
八
世 

紀
^
行
は
れ
た
の
は
齒
取
應
用
の
燧
石
^
ょ
る
火
花c

s
t
e
e
r
m
i
s

で
あ
る
が
、
此
の
手
段
は
之
を
囘
轉
3
せ
る
 ̂

一
器
每
k
兒
童
を
要
す
る
爲
め
經
费
高
'で
あ
令
、
又
爆
發
の
危
險
も
依
然
^
し
て
存
し
た
。
此
の
外
に
燐
光
、
太
陽 

光
線
の
反
射
鏡
等
が
用
ゐ
ら
れ
た
こV

J

も
あ
る
。
ク
ラ
ン
二

イ

のwater-insulated 

l
a
m
p

は
、
坑
內
の
照
明
具
ど 

坑
氣
.

V
J

の
接
觸
^
ょ
っ
_て
生
ず
る
危
險
の
救
濟
策
を
暗
示
し
之
^
注
意
：を
向
け
し
め
た
激
に
於
て
意
義
を
有
す
る
。， 

彼
の1

ス
ン
；̂

は
使
用
に
不
便
な
爲
め
實
際
に
は
用
ぬ
ら
れ
な
か
っ
た
。
：
€
'
_

'

十
九
世
紀
初
年
、
多
數
の
人
命
を
犧
牲
R
す
る
爆
發
ば
絕
え
ず
起
っ
た
。
：深
所
の
炭
層
を
掘
進
し
て
ゐ
た
北
部
英 

蘭
^
於
て
特
K
著
し
か
っ
た
。§

一
 

八

一,

ニ
年
五
月
フ
ェ
リ
ン
ダ
炭
坑
で
九
十1

1

名
の
，死

者

を

出

し

た

爆

發

の

後
、
.
 

牧
師
や
炭
坑
主
は
ノ
ォ
ザ
ン
バ
ァ
ラ
ン
ド
侯
後
援
の
下
^

S
u
n
d
e
r
l
a
n
d

CO
O
OO-
N

for 

p
r
e
v
e
n
t
i
n
g

 

A
c
c
i
d
e
n
t
s

 

fn 

coal. M
i
n
e
s
,

を
組
織
し
救
濟
策
を
見
出
3
ん
？
圖
っ
た
u
ジ
ョX

。\

ッ
ド
ル
が
炭
.坑
燦
發
^
關
す
る
.詳

細

な

調

淼 

?:
爲

し

、

テ

/

ふ

ム

フ

.
レ

イ

®:
;
デ

ナ•ゥ
イ
が
.安
全
燈
發
明
k
注
意
を
傾
け
.た
：乙
：
は

此

の

協

會

の

大

な

る

功

績

ふ 

ベ
..&で
^.
る
。
(1
-
0
:
.

ク
ラ
ン
二
イ
の
ラ
ン
フ
の
如
く
日
常
の
使
用
に
煩
«
で
な
く
且
坑
氣
の
接
觸
^
ょ

る

爆

發

を

避

け

得

る

も

の

は 

デ

t
ゥ
イ
の
薄
金
綱
を
張
っ
た
安
全
燈
で
：あ
：る
。

1

八
：

1

五
.年
は
採
炭
業
のM

劃
期w

し
て
：記
憶
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
.

笫
ニ
ナ
四
卷
：

x

六
六
五〕

採
炭
方
法
の
へ
變
化
ミ
兒
童
屜
傭」 

0
^
0 

^

一
八
-



"纸
二
十
四
卷
.

C

六
_六
.六
.

)

......
採
炭
方
■法
の
變
化w
.f-
l
s
®
,
傭
.. 

：
第
！
！
.§!
■

I
.
-V
3

'な
s

o
、デ
工
グ
ィ
は
特
許
も
ど
ら
ず
彼
の
發
明
よ
6
利
益C

五
.千
磅
乃
至1.

萬
磅
の
年
收)

を
得
や
ぅVJ

も
し
な
か
っ 

た
。
而
も
其
の
製
作
费
は
低
廉
で
あ
る
。
、デ
.ユ
•ゥ
ィ
：型
安
全
.燈
が
.國
中
R
普
及
さ
れ
た
の
は
當
然
で
あ
る
。
之
が
最 

.

.初
^
入
^
れ
た
の
は一

八

1

丄
ノ
守
一
月
タ
ィ
ン
河
地
方
で
あ
6
、
次
.
.い
で
翌
月
^
は
ソ
ィ
ト
へ
ィ
グ
ン
k
、
六
月

 ̂

は
ゥ
エ
ル
ス
^
於
て
用
ゐ
ら
れ
た
。乍
併
乙
の
當
初
^
於
て
は
デ
ぅ
グ
ィ
が
»

の
著
0
1
1

the Safety 

L
a
m
p
.
.

 (
I
S
I
S
.〕 

k
語
る
が
如
く
、
坑
夫
の
幾
視
ビ
懷
疑
心
ビ
R
よ
っ
て
普
及
は
容
易
で
な
か
っ
た
ら
し
い
o
故
^
發
明
後
暫
ら
く
の 

商
は
フ
北
部
英
蘭
の
炭
坑
中
最
も
危
險
な
箇
所
^
於

て

主

ミ

し

て

用

ゐ

ら

れ

て

..ゐ
た

'
0

，

.凡

ゆ

る

改

新

の

過

堅

は

厘 

:

々
た
る
も
の
'で
あ
る
。
 

： 

.

安
全
燈
，の
使
用
に
よ
っ
て
も
、
煬
發
數
は
急
激
(C
減
じ
な
か
.っ
た
0

蓋
し
^
の
ラ
シ
ブ
は
火
が
弱
い
の
で
坑
夫
は

節
單
な
蠘
觸VJ.

代
べ
た
が
る
か
ら
で
あ
る
。g

乍
併
、
页
^
深
層
を
採
掘
す
る

乙
ど
を
#
し
め
、
裸
火
で
は
迨
險
で

.近
寄
れ
ぬ
箇
所
の
柱
引
さ
を
可
能
な
ら
し
め
た
こ
ど
は
、
安
全
燈
の
主
要
な
効
果
で
あ
っ
た
。
其
.の
結
果
ど
し
て
變

炎
の
擻
が
增
加
し
た
こ
ど
は
事
實
で
あ
る
。
彼
^
よ
っ
て
坑
夫
は
自
衛
の
武
器
を
所
持
す
る
こ
？

^
な
っ
た
譯
け
で

あ
る
が
、
同
時
k
此
の
半
而
k
於
て
.彼
等
は
之
を
携
へ
て
更
k
新
た
な
危
險
k
會
す
る
ミ
^
に
な
っ
たV」

云
ひ
得
る 

で
あ
ら
.ぅ
。g

以
上
の
如
く
火
ビ
水
ど
k
闘
っ
て
得
た
右
炭
は
如
何
に
し
て
炭
壁
よ
6
坑
底
へ
、
坑
底
よ
6
坑
口
へ
蓮
ば
れ
た
か 

を
次
^
見
よ
ぅ
。
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五

,
炭
坑
に
於
け
る
兒
童
M
傭
の
最
初
行
は
れ
た
の
は
運
炭
部
門
^
於
て
で
あ
る
。
0)
運
炭
の
原
始
的
方
法
は
石
炭
?: 

大
籠
^
積
み
之
を
運
搬
夫
が
背
^
の
せ
て
遝
ぶ
か
或
は
此
の
火
籠
を
坑
底
ま
で
曳
く
か
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
か
も 

坑
道
の
狹
少
な
爲
：

€

成
屯
男
子
を
雇
傭
す
る
ょ
6
も
婦
人
ハ
.兒
童
を
用
ふ
る
方
が
支
障
が
少
か
つ
fc
。
そ
こ
で
中
世
初

笫

ニ

十

四

卷

C

六

六

七

)

採

^

力

法

の

變

化

さ

兒

童

履

傭

 

第

四

號

一

八

五



第
二十

！：

卷

(

六
六
八)

鍵
方
法
の
變
化w

兒
童
属
傭
ノ 

：
 

7
六 

.

與
^
び
猓
炭
が
行
は
れ
た
時
代
か
ら
引
&
續
い
て
兒
童
の
姿
は
此
：の
部
門
^
於
て
31
ら
れ
る
の
で
あ
っ
.た
。

.

少
く
ビ
も
十
四
世
紀
頃
i

で
北
部
英
蘭
k
於
て
.は
運
炭
は
運
搬
夫
の
背
k
よ
っ
.た
。

f

同
.の
運
搬
量
は
四
分
の
三 

乃
至
三
二
ン
ド
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
,
勿

論

兒

童

の

場

合

^

は
此
の
1§
:
量
は
減
せ
ら
れ
る
。：：
ど
は
去
へ
坑
遒 

は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
無
い
。
場
所
に
よ
っ
て
は
十
八
呎
も
の
梯
子
を
昇
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

東
窗
蘇
1

^
於
て
は
十
九
世
紀
^
至
る
«
で
此
の
勞
働
^
、
^
兒
よ
ク
も
女
鬼
を
使
用
す
る
を
特
徵
ど
し
た
。g

丄、
、
 

七
歲
の
兒
童
が
約
二
分
の一
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ウ
ユ
イ
ト(

十 

一
、
ニ
歲
で
は 

一
、ノ

ン
ド
レ
ッ
ド
ウ
エ
イ
ト)

の
石
炭
を
入
れ 

た
木

製
、ノ
ヶ
ツ
又
は
籠
を
背
^
負
ひ
、
其
の
革
紐
を
額
^
が
け
、
腿
を
か
が
め
て
探
掘
場V」

坑
底
ど
の
間
を
日
^
十 

四

"

五

囘

往

復

す

る

こ

ど

は

慘
酷
で

な

く

て何
で
あ

る

か

。

而

も定
め
ら
れ
た
分
景
V
J迩
搬
し

#

な

か

った
場
ん
"
に 

は

容

課

な

く¥^
打
た
れ
る
の
で
あ
る
此
の
運
炭

^
あ
っ
て
最
も
危
險
ど
す
る
處
は
、
梯
子
を
*

つ
て
：

Q

る
$

l«
f

tc 

行
く
者
の
赀
か
ら
落
ち
た
炭
塊
^
よ
っ
て
^
の
後
^
續
く
漭
が
危
禍
を
蒙
る
ミ
ど
で
あ
る
。
而
し
て
出
來
高
賃
浪
制 

*BC
の
爲
め
.y

ケ
ツ
又
は
籠
^
石
灰
を
^
載
す
る
を
.
«yj
し
^
の
で
あ
る
か
ら
、
.
S
童

は
常
^

祀

の

危

身

こ

®

^
1!
て 

.ゐ
た
わ
け
で
あ
る
。s

•

.

是
等
の
方
法
よ
6
多
少
進
ん
だ
も
の
は
炭
籠
の
底
部
^
木
製
橇
を
附
し
て
路
面V

J

の
糜
擦
を
少
く
し
た
も
の
で
あ 

る
。
乍
併
炭
坑
が
深
く
な
る
マ」

共
^
、
.多
く
の
邀
坑
を
開
鑿
す
る
こ
(£

は
經
费
の
點
か
ら
不
可
能
ご
な
6
、
從

て

g 

炭
距
S
は
可
成
6
の
長
^
ビ
な
っ
た
。
而
も
避
搬
夫
の
賃
銀
は
又
運
炭
距
離
^
よ
っ
て
變
化
す
る
名
の
で
あ
る
。

论
 

て
成
年
泫
.る
ど
幼
年
な
る
ど

t

問
は
ず
人
力
を
使
用
す
る

乙

ビ

は
經
費
高
で
あ
る

爲
め
、
他

(̂
運

搬

•方

法

を

'探

求

T
 

る

k

至

づ

た

。

第

着

印

3

れ

た

：：の

_は

十

7 \
世

紀

前

半

北

部

英

蘭

め

大

炭

坑

ヒ

行

は

れ

始

め

た

小

馬

ら

0

ミ

J
r
a
l
l
o
w
a
y
)

:を
使
役
し
て
炭
檫
を
虫
'か
：せ
次
こ
.
v
v-t
あ

る「

。
ゝ

乍
併
此
の
.動

：#
:
代

用

ド

よ

っ

で

人

カ

が

輕

減

さ

八

だ

か 

否

，か
ば
.
7^
ッ：.シ
ラ
ト
Z
及
.び
■.ナ
■イ
.ク
■ス
.の
言
.ふ
が
如
く
疑
問
で
あ
..る
。
勿
.論
へ
乙
.の
.
*^'
^
よ
っ」

て
成
4
^
働
者
' Trp-

f̂ 

勞
働
考
の
歷
傭
は
減
じ
た
が
、
へ
此
の
小
腸
を
駆
使
ず
る
も
の
は
幼
年
勞
働
者
で
あ
っ
た
：。
即
ち
愛
R
於
て
兒
童
勞
働 

の
範
圆
の
»
大
を
見
る
か
ら
で
あ
る
。然
が
も
此
の
勞
働
た
'る
や
過
激
な
も
、の
.で
.あ
る
の
み
な
ら
ず
、勞
働
時
間
は
長 

か
っ
た
に
於
て
は
猶
页
で
あ
る
。
例
へ
ばi

七
六
五
年
ウ
ォ
力
ァ
炭
坑
^
於
て
は
採
炭
夫
の
正
規
勞
働
時
間
は
六
時 

間
乃
至
七
時
間
で
あ
る
の
に
、：、此
の
幼
き
馬
方
ば
午
前
ニ
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
實
に
十
四
時
問
勞
働
に
服
し
て
ゐ 

た
の
で
あ
る
。
言
ふ
迄
も
な
く
馬
や
小
馬
を
使
用
し
得
る
の
は

.

地
下
坑
道
の
天
井
の
高
い
場
所
^
於
て
の
み
で
あ
ぅ 

從
て
主
要
坑
道
R
限
ら
れ
る
を
原
則
^
■す
る
'9
.炭
壁
か
ら
こ
の
主
，要
坑
道
ま
で
炭
籠
：を
鬼
い
て
行
く
の
は
幼
苹
靑
苹 

勞
働
者
の
行
ふ
處
：で
あ
っ
た
？
而
も
尙
十
九
世
紀
^
至
っ
て
も
地
方
^
よ
っ
.
.て
は
.馬
橇
を
使
用
す
る
乙
^
な
く
"
運 

搬
夫
が
坑
底
ま
で
.坑
道
を
曳
い
<
述
炭
し
相
の
'で

あ

：る

。
.加
之
な
ら
ず
薄
炭
層
^
あ
0
て
は
夫
井
が
®

も
.使
.用
出
來
な
が
尸
坑
道
は
兒
童
が
炭
橇
を
運
び
得
る
だ
け
：勿
大
き
さ
じ
か
な
か
'っ

た

。一

八

四

ニ

年

^

於

て

も

主 

耍
坑
道
は
高
さ
ニ
'十
四
吋
乃
至
1
ー：一
十
吋
、
場

所

に

よ

っ

て

は

高

3
十
八
吋
に
過
ぎ
ぬ
も
の
さ
.へ
あ

っ
た
。
其
處V

シ
ャ 

ツ
か
グ
ボ
ン
，を
穿
ち
又
は
全
然
裸
.fi
t

の
..兒
童
が
四
這
a
s
 
A
y
、
0
M
ミ
.炭
®
ミ
を
鏆
で
つ
.な
ぎ
之
ゲ」

良
い
た
の
で 

あ

る

.0
坑
道
は
凹
四
甚
し
く
、
汚
水
撤
多
く
、
甸
*
の
«'
し
い
へ
こ
€
が
ー
多
く
、
パ

石

炭

の

重

查

：は

1
,
ゾ
ド
，
レ
ッ
ド
ゥ
ェ
. 

イ

ト

か

ら

ニ 
,

ン
ド
レ
ッ
ド

ウ
.ニ
イ
ト
半
に
.及
ん
だ
。
：此
の
操
業
は
炭
坑
^

於
げ
る
兒
童
の
を
れ
の
中
、
：最
も
苛
酷
な 

も
の
で
あ
つ
た
ら
ぅ
。
(5
)

一
八
四
ニ
.年
ウ
エ
ス
ト
_
ラ
イ
デ
ィ
ゾ
グ
地
方
に
於
け
6-
女
兒
の
姿
を
次
^
揭
げ
や
ぅ
。

.
t Ci
l
a
i
n
e
d

-,. belted, 

harnessed 

like 

d
o
g
s

 

in 

a

 

g
o
-
c
a
r
t
,

crlack> 

saturated 

with, 

wet, 

a
n
d

 

m
o
r
e

 

than'

f
l十

四

卷

c

六
六
九)

.

採
炭
.方
法
の
變
化
ミ
兒
童
顧
傭
.

.

m四

铖

一

八

七



，第

二

十

四

卷

C

六
七
9

採
炭
方
法
の
.變
化
.

W

兒
蛮
雇
傭 

第

四

鹿

一

八

」

half 
n
a
k
e
d
—

c
r
l
i
n
g
u
p
o

p.:tlieir h
a
n
d
s

 

a
n
d

 

&et, 

a
n
d

 

d
r
a
g
g
i
n
g

 their 

h
e
a
v
y

 

load

的 b
e
h
i
n
d

 

t
h
e
m
—

 

t
h
e
y

 

present 

a
n

 

a
p
p
e
a
r
a
n
c
e

 

indescribably 

disgusting 

p
po.
e
§
^
u
l
-
a
l
/

，
8

;

旣
^
タ
イ
ン
及
ゥ
イ
ァ
兩
河
地
方
^
於
て
ば
、
坑
遒
紀
材
木
ゼ
並
べ
、
そ
の
上
を
樫
又
は
秦
皮
の
脚
輪(

r
u
n
n
e
r
)

 

を
附
し
た
炭
籠
を
蓮
搬
夫
が
M

S 

..
て
'運
ん
だ
。
坑
道
が
大
で
あ
-
水̂
溜
だ
ら
け
.で
.な

い

炭

坑

に

於

て

は

、
.
炭

橇

の

代 

• >
R
直
徑
五
、
' 六
吋
.の
木
製
車
輸
を
附
し
た
炭
籠
を
使
用
し
た
。
此
ゆ
場
合
は
兒
童
の
力
量
、
坑
道
の
傾
斜
如
何
べ 

ょ
っ
て
積
炭
重
量
は
一j

ぐ
シ
ド
レ
ッ
ド
ゥ
ェ
イ
ト
半
か
ら
.五

、

v
V

ド
レ
ッ
ド
ゥ■

エ
.イ
.ト
^
達
し
た
？
更
^
取

輪

<1
坑 

道
ど
の
糜
擦
を
減
.ず
る
爲
め
^
厚
：板
が
敷
か
れ
て
.ゐ
る
場
合
化
は
、.
積
炭
量
は
九
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
ゥ
.ェ
イ
ト
^
及
‘ぶ 

己
ど
も
珍
し
く
な
が
っ
た
。
但
し
此
の
場
合
は
兒
童
二
人
で
運
炭
し
た
.の
で
あ
る
。
又
三
人
で
運
ぶ
場
合
は
、

一
人 

が
f

 
ニ
人
が
頭
で
押
し
、
其
の
重
®
は
十
二
ハ
ン
ド
レ

t
ド
ゥ
-
イ
ト
を
超
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
幼
年
運
搬
夫 

k
秀
鼠
が
多
.か
っ
た
原
因
は
此
の
炭
籠
を
頭
で
押
す
爲
め
で
あ
っ
た
。S.

運
炭
^ -

軌
道
を
利
用
し
た
乙
ど
は
次
^

見

る

べ

さ

大

變

革

.で

あ

る

°

最
初
の
も
の
は
' 

|
條
の
厚
板
の
上
^

手
〒
の 

一
f f
l l
i

を
以
て
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
ニ
條
の
原
板
を
敷
さ
四
輪
の
炭
取
を
使
用
す
る
^

至
っ
た
。
勿
論
未 

だ
枕
1

^
な
ど
は
使
艿
^

れ
な
い
。
是

等

は

軌

道
0
.^ .
1

\

^

7

}の
胚
種
で
あ
っ
た
。
§

是
等
は
甚
だ
粗
雑
な
も
の
で
あ 

っ

れ

が

從

來

の

速

炭

の

勞

？71
1

を
救
っ
た
こV

J

が
#

少
で
な
い
。
地
上
^
於
て
は
ー
六
ー
〇
年
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
の
茳 

傍
ゥ
.&

ォ
ビ
イ
ス

の
炭
坑
；̂
此
の
種
の
單
简
次
軌
道
が
用
ゐ
ら
れ
、
共
の
後
數
年
な
ら
ず
し
て
シh 

ロ
ッ
ブ
デ

r 

於
て
羽
片
3

れ

、
3 1

に
サ
ゥ
ス
•

ウ
ヱ
ル
ス
、
北
部
英
蘭
に
行
は
れ
た
0

十

七

世

紀

初

頭

シ
:
ロ
ッ
ブ
シ
ア
州
の
炭

U

I-
1
:は

水
1
ほ

ぃ

ほ

^

^

„ぼ

た

け

|1
1
-
_
.
ぼ
:

^
旧

般

|

|

!
徽
用
^
^
^
^

0
七

か

ら

で

あ

っ

た

J
軌

道

の

發

展

を

.見
る

〜

3
最

も

重

：要

な

楷

梯

ば

、

：：

木

，製
'
®條

•か

鐵
'製

孰

條
R
進

ん

允

乙

ビV

 

あ
る
。
勿
論
最
初
の
も
の
は
木
製
鞔
條
の
表
面
に
鑄
鐵
板
を
張
っ
た
も
の
で
あ
っ
.て
、
.
一.七
六
八
年
ょ
6
七
一
部
に 

至
る
間
^
リ
チ
ャ
ァ
ド
*
レ
ィ
ノ V

ズ
R
ょ
っ
て
爲
3
れ

/2
。
M

R
之
を
鍛
鐵
R
代
へ
介
者
は
へ
ゾ
リ
ィ
•
コ
ォ
ト
で
あ 

へ

愛
に
於
て
軌
道
は
急
激
に
敷
設
3
れ
る
^
至
っ
た
。
十
九
世
紀
初
頭
ノ
ォ
ザ
ン
バ
ァ
ラ
ン
ド
•
ダ
r
ラ
ム
の
炭
田 

紀
は
地
表
及
び
地
下
^
軌
道
綱
が
敷
か
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

、

•
 

斯
の
如
き
成
果
を
收
め
得
る
に
至
る
咬
で
^
は
多
數
の
技
術
家
が
努
カ
し
た
こ
^
は
勿
論
で
あ
る
が
、
就
中
ジ
ョ 

ン
•
ヵ
ァ
の
功
績
は
忘
る
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
彼
の
爲
し
た
改
新
ど
し
て
は
、
蓮
炭
要
具
S
し
て
炭
籠
.、

」 

四
輪
炭
31
1
ビ
を
結
合
し
坑
底
^
於
け
る
石
炭
の
積
換
の
手
數
を
省
い
た
こ
>

」

、
昇
降
兩
炭
籠
の
衝
突
を
避
け
る
裝
置 

を
案
出
し
た
こ
^

2

七
八
八
.年〕

、木
製
鐵
張
軌
條
を
全
部
鑄
鐵
の
も
の
^
代
へ
た
こ
气
フ
ァ
ズ
リ
炭
坑
^
於
け 

る
が
如
く
地
下
運
河
を
設
け
て
採
掘
場
か
ら
坑
底
^
脬
を
以
て
運
炭
し
た
乙V」

、
蒸
氣
機
關
を
地
下
^
於
け
る
運
炭 

R
應
用
し
衣i

v
j
.
c

一
八
〇
五
年)

等
を
擧
げ
得
る
。
此
等
が
炭
坑
に
於
け
る
生
產
费
減
少
^
あ
づ
か
っ
て
カ
あ
っ 

た
こ
、ヒ
は
勿
論
で
あ
る
。
(0
>
特

^

牝
の
取
輪
を
附
し
た
炭
籠
ヾ」

軌
道
の
誘
入
^
ょ
6
運
搬
夫
の
奴
隸
的
勞
苦
は
甚
だ

輕
減
さ
れ
た
。

‘
But: 

l
l
s
v
y

 

p
u
t
t
i
n
g
w
n
o
w

 

lorgottep 

c/i
c
a
s

 

w
e

 

liad 

i
,
I
o
r
m

(T
)
r
 

d
a
y
s
;

O
w
e
r

 

h
o
l
e
y

 

thill 

an.'dyelsa-spli

rt-tin 
バ 

H
r
a
m
w

n
o
w

 

a
—r
u
n
.
o
n
.
m

'n)tal 

w
a
y
s
,
;
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■
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^

q
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採
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方
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灣

化

セ

蓋

雇

#

德

號

一

八

九



.

馈

ニ

十S
 

(

六
七
ニ

) 

•採
炭
方
振
の
#
.
化

羞

戴

朦

饊

 

I

M-
ー
九0

- G
o
d

 

bless 

the 

m
a
n

 :wir p
e
a
c
e

 

a
n
d

 

plenty 

'

.
C
h
a
t

 

S
r
s
t

 

i
n
v
e
n
t
e
d
'
m
e
t
a
l

 

p
l
a
t
e
s
,

 

V 

D
r
a
w

 
o
u
t

 

h
i
s

 

y
e
a
r
s

 

t
o

 

five 

t
i
.
m
e
s

 

t
w
e
n
t
y
.

T
h
e
n

 

slide 
t
h
r
o
u
g
h

 

the 

h

a>avenl3r
s
t
e
s
.

:F
o
r

 

if 

t
h
e

 

l
l
u
o
l
a
n
.

 

f
i
-
a
m
e

 

t
e

 

s
p
a
r
e

P
r
a
e

 

toil 

a
n

ド
 

plin 

a
y
o
n
t

 

cpnceevin-, 

f
 

H
a
e

 

aught, te 

d
e

 

w
r

yQettin，
t

h
e

r
e

,

:

A
w

 

tkink 

h
e

 

m

s ganVstrite 
tp 

b
e
e
v
s
.

こ
：

c

a
，

為 
I

 を

普

'b
y

 

T
h
o
i
s

 

豸

1
!

し

10
)

此
の
詩
節
^
現
は
れ
て
ゐ
る
如
く
、
彼
等
は
多
大
の
感
謝
を
献
げ
た
の
，で
あ
.つ
ン
/2
。
乍
併
凡
.ゆ
：る
運
*

夫
が
浙
の 

如
^
謝
意
を
表
し
た
■の
で
は
な
い
こ
ビ
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
叩
ち
、
 

：

：

H

ハ
八一

年 

' 

ブ
ゥ
ネ
ス
炭
坑
：■

へ，
採

炭

夫

一

三

名.

運
搬
夫
三
七
名 

.
一
七
六
九
年
.

;
ダ
：

v

モ
ォ
ア
炭
坑
'

採

炭

夫

二

八

名

運

搬

夫

七

四

名
 

.
同
：し年チャァロォ炭坑

:.
^

.
ノ採炭夫

.
1
0名

：

運

搬

夫

一

〇

名

•

.
ハ
/
ォ
ザ
ン
バ
ァ
ラ
ノ
ド
州

-
ダ
ゾ
ヲ
ム
州
に
於
て
は
可
成
”
以
前
た
舊
述
徽
制
度
は
馁
止
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が)

■ 

一
. 

P
へ

へ

年

.

'-
'
.ス

タ

：
グ
へ
レ':
:ィ

.
キ

ジ

ズ

ヒ

ル

炭

坑

：
：：
..
採

龄

失

七
b

名

.

運

徽

夫

七

乜

名

：
、

¥

の
例
1-
に
ょ
0-
て
.明
か
な
る
が
*
ベ
V、
十
八
世
韶
电
嗔
吱
で
從
來
0
奴
隸
的
1
歡
制
度
の
.卞
：代
ぁ
つ
て
は
、
運
炭 

勞
働
者
は
採
炭
勞
働
者
K
比
し
て
多
數
雇
傭
3

n
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下
勞
働
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中
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_
逍
幻
蒙
っ
た
幼
年
躯
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夫
が
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.の

一
般
的
影
響
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受
け
た
乙
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あ
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於
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坑
底
ょ
6
坑
口
べ
石
炭
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搬
出
す
.る
に
梯
子
^
ょ
っ
た
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は
、
誰
し
も
考
へ
得
る
處
で
あ
ら
ぅ
。
梯
子y

j

運

搬
 

夫
の
背
^
.は

、
十

四

世

紀

：中®
ま
で
揚
鑛
手
段
の唯

}.

の
も
.の
で
あ
っ
た
。.
而
し
て
此
の
搬
出
に
便
な
る
や
ぅ
^
斜 

坑
を
用
ゐ
る
こ
ビ
も
あ
つ
た
。
十
八
世
紀
k
至
つ
て
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ォ
レ
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ト
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ォ

ブ
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デ
ィ
ー
ン̂
於

け

る

小

炭

坑

'

束

部

蘇
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の
或
る
炭
坑
^
於
.て
は
、.；
此
の
原
始
的
.方
法
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
此
の
前
者
に
あ
っ
で
は
、
方
形
の
碟
坑
の
四
壁
 ̂

組
立
て
ら
れ
た
木
枠
が
其
.の
儘
梯
壬
.ど
し
て
代
用
§
れ
た
の
で
あ
.る
o
,乍
併
此
の
時
代
に
殆
ど
全
て
の
炭
坑
は
、
竪
 

坑
に
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揚
用
の
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械
裝
置
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し
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て

ょ

ぃ

で

あ

ら

ぅ

？
勿
_
ホ

炭

坑
R
於

て

は
^

^
に

於

け

るも

の 

e
同
じ
<
:簡

單

な

字

働

捲.揚

機

を

以

て

：足
.̂
.た

が

、

大

炭

坑̂.
於
て
は
：棬

胴

を

有

す

る

謂

眯

る

」
c
o
1

n
:
d
.
r
l

朁
 

を
用
ゐ
、；
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ロ
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す
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又
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滕
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。
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聲
坑
が
深
ぐ
な
る
に
っ
れ
て
棬
揚
綱
の
重
景
は
增
加
す
る
.。
即
ち
揚
鑛
力
、の
.增
加
が
路
齡
せ
な
る
'
從

で

輒(£
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炭
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ゆ
重
橄
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檄
げ
谷
乙
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馬
ゆ
办
で
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困
雛
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孤
0
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來
仅
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六
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頭
哚
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使
用
^
た
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効
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れ
た
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し
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用
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以
て
炭
籠
を
揚
げ
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も
の
で
あ
る
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述
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初
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蒸

，氣
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關
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し

て

揚
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し
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の
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案
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っ
た
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蒸
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進
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つ
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結
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多
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得
ら
れ
た
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め
機
械
の
發
達
：1

れ
た
の
で
あ
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二
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揚
鑛
に
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す
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大
麻
製
綱
又
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手
細
工
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應
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鎖
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榛
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籠
ミ
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用
ゐ
る
揚
合
、
播
揚
機
の
動
カ
は
小
最
で
足
々
れ
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大
.な
る
本

の
を
以
て
し
で
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直
ち
に
支
障
を
生
じ
た
で
あ
.ら
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o
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綱
や
炭
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改
善
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エ
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發
達
k
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蒸
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• 

ォ
：ッ
ク
ス
1/
イ
の
特
許
に
ょ
つ
て
機
械
ぱ
作
ら
れ
た
が
？
：成
功
.し
纪
ビ
は
云
は
れ
な
い
。
£
:
此
の
後
之
を
利
用
し
セ 

揚
鑛
用
上
射
水
車
に
氷
を
供
給
す
る
ボ
シ
ブ
が
作
ら
れ
、：
蒸
氣
カ
を
氷
办
き
を
結
び
.つ
け
る
■てV」

が
出
來
た
。

一
七 

七
0

#

|
九
〇
年
間
^
蘇
蘭
、
ノ
ォ
ザ
シ
^

ラ
ン
ド
州
，
'ダK

一フ̂

州
、
‘
ケ
ォ
見
：ッ
タ
州
k
多

く

用

ゐ

ら

れ

た

も

.の 

で
あ
る
。
此
の
裝
«■
は
，ス
S
イ
ト
ン
の
碑
缔
に
ょ
つ
て
能
率
を
增
加
し
、
此
の
水
取
^
ょ
る
揚
鑛
は
十
九
世
紀
初
鼠 

k
於
て
も
倚
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
°

1.

七
八
ニ
年
次
ナ
ム
，
ス
•
ヮ

r
:
Kは
蒸
氣
機
關
.の
輪
轉
運
動
?:
完

成

し

た

。

愛

^

於 

:

て
初
め
.て
蒸
氣
機
關；

ば
揚
鑛
紀
應
用
せ
ら
-5
る
之
ど
^
な
つ
た
の
で
あ
^
た
？
永
ォ
ぐ

}

ン
及
びソ

："

ト
の
捲
揚
機 

關
R
對
立
し
た

も
の
は
、1

七
八
四
华
輪
轉
機
關
の
特
許
を
得
た口：.

パ
> —

 

•
キ
：ャ
メ
‘
.
.

'
V

で
あ>

0
。

兩
者
は
相
對 

時
し
て
.各
地
の
炭
坑
.に
自
己
の
機
關
?:
'
建
造
じ
た
。
而
し
て
.ー
八
0

0
年
：ヮ
ッ.
十

の
特
許
期
限
滿
了
S
な
る
や
、
此 

の
之
^
は
國
中
の
：エ；
ン
デ
ン
：建
造
に
可
成
令
刺
戟
を
與
へ
た
ブ
小
レ
ダ
ィ
シ
：ジ
タ
の
高
®
機
關
が
一
一
ょ
ゥ
キ
ャ
ッ
メ
ル
附 

近
の
詻
炭
坑
に
於
.て
揚
鑛
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
は
程
經
て
後
で
あ
る
。
斯
く
て
一
八
一
〇
年
代
以
降
、
北
都
英
蘭
、
、'、
ッ 

ド
ラ
y
:K
地
方
に
於
て
、
蒸
氣
は
馬
<£
水
取
名
を
驅
逐
し
た
の
で
あ
.つ
た
々
(5
)
>斯

の

如

ぐ

使

用

せ

ら

る

る

^

至

つ

れ 

蒸
氣
機
關
f1' 

八
四
0
平
頃
.ま
で
は

大
な
る
も

.の

.で
は
な
く
一
一 
十
馬
力
乃
至
：

11

一.十
馬
力
の
も
.の
が
^

へ
ら
れ
て
P

第
二
十
四
卷C

六
七
七〕

淡
炭
友
法
の
變
化
.

W

兒
童
屉
傭 

.
第四號一九五



第

二

十

四

卷

C

六
七八；}

採

炭

方

法

，
の

變

化

W

兒
：
童
雇
：傭

 

第

四

號

一
九
六

る
こ
^
が
尠
く
な
か
っ
た
0
(6
):

平
均
揚
鑛
速
度
は
每
秒
十H

呎
で
あ
っ
た
。.
百 
一

I

十
馬
力
ノ

百
五
十
馬
力
の
捲
揚
機 

が
ニ
臺
三
臺
^
設
け
ら
れ
る
^
至
っ
た
の
：は

此

の

後

で

あ
6
、

.ー
A
四
九
，年
ゥ
ィ
ガ
ン
の.近

く
^
新

た

に

開

鑿5
れ 

た

ィ

シ

ス

炭

坑̂

は
百
：七

十

五

馬

カ

の

も

の

が

据

ぇ

ら

れ

：た

。

(7
)
'
:
.
ゝ

: ■

揚
炭
設
備
た
る
捲
揚
機
は
同

時

に

，坑
夫
の
入
坑
出
坑
k
用
ゐ
ら
れ
た
。

場
合
^
ょ
っ
て
は
成
年
坑
夫
幼
年
坑
夫
孰

れ
も
炭
籠
に
入
っ
て
遝
ば
れ
た
が
、
通
常
は
捲
揚
綱
に
片
手
ビ
片
足
？
で
翻
*

6
、
他
方
の
手
足
を
使
っ
て
竪
坑
壁

{C
ぶ
っ
か
る
の
?:
避
け
な
が
ら
具
降
し
た
の
で
あ
る
。
幼
年
坑
夫
は
成
年
坑
夫
の
膝
^
跨
が
6
、
又
は
兩
手
で
綱
に

個
次

6
兩
足
を
之
に
絡
め
：て
昇
降
し
.た
。
此
の
場
合
變
災V

J

じ
て
は
，
岩
石
の
落
ち
て
來
た
結
染
生
ず
る
も
の
、

^

等
の
坑
夫
が
下
降
す
る
時
竪
坑
を
上
昇
中
の
炭
籠
ヾ」

衝
突
し
て
起
る
^
の
.等
の
外

 ̂
ノ

最
.も
頻
繁
^
起
っ
た
も
のVJ

し

て

綱

を

し

か

v
j

摑

玟

ぬ

爲

め

、
此

の

綱

’か
往

.々

下
等
で
，切
れ
か

.か
っ

て

ゐ

る

爲

め

、

及
び
炭
籠
の
'顚

覆

の

三

ら

を

擧
げ
るV

ど
が
出
來
る
.。S. 
'
坑
夫
の
昇
降
に
綱
を
利
用
す
る
こ
^
が
漸
次
^
な
く
な
つ
.た
の
は
、
，
一
八
三
四——

五

年
^
鐡
製
炭
桶
ど
坑
夫
ど
を
乘
せ
る
ニ
®
ヶ
ー
デ
が
：用

ゐ

ら

れ

始

め

て

か

ら

で
'あ

っ

た
。

.

斯
の
如
き
年
ン
デ
ン
，
は
之
を
九
歲
乃
至
十
一
一
歳
の
兒
童
に
管
理
せ
し
め
た
：
こ
ど
が
尠
く
な
い
，。

.
ダ
r

ビ
ィ
シ
ア
州

及
び
：ラ
ゾ
ヵ
シ
ア
州
、
チ
エ
シ
ァ
州
の「

部

^
於
て
行
は
れ
允
も
の
で
あ
る
。
此
の
憤
行
の
結
果
、
兒
童
の
不
注
意
か

ら
多
く
の
人
命
を
失
ふ
こ
^
が
あ
っ
た
。
例
へ
ば
坑
夫
の
昇
降
中
、

.

機
關
の
傍
R
鼠
が
現
は
れ
た
爲
め
工
ン
デ
ン

•

ボ

ー

ィ

が

惡

戯

心

か

ら

機

械

か

ら

離

れ

て

之

を

追

っ

だ

が

爲

め

R
、
坑
夫
は
坑
底
.k
墜
落
し
て
，死

傷

を

蒙

る

な

r
是
で
あ
る
.。
而
も
此
の
災
禍
を
避
け
ん
が
像
め
^
、
高
賃
鈒
：を
支
：拂

っ

て

責

任

あ

る

者

に

«
關
を
瞥
娌
せ
し
1|
>
る 

が

如

ぎ

i

ビ

：
ば

炭

坑

主

：
の

辕

3

ざ

る

處

で

あ

つ

た

の

.で
あ
る

.

o
:

e
:

.

.
'ハ：
..

(

I
V 
-
A
-
s
a-
.
t
o
n

 

a
n
d

-wylces, 

o
«
v
. O
F 

MVMV. 

0
U
-
S
0
4
N
P
X
V 

O
M
V ̂

H
. 

H
s
v 

'

(

2 > 

Galloway 

o
p cit- I. 

d
p
. 2
7ul
<o\
.

0

3〕

w
* 

p
 Me

r
e
d
i
t
h
,

 

O
u
t
l
i
n
e
s

 

o
f

 

t
h
e
H
c
o
n
o
m
i
c

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f

 

E
n
g
l
a
n
d

 

” A

 

S
t
u
d
y

 

i
n

 

S
o
c
i
a
l

 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,

 

1
9
2

 
ソ 

p
.

 

2
4
s- 

「

4〕

 

G
a
l
l
o
w
a
y
,

 

o
p
.

 

c

rL

 

p
.

 

2
7
600
，

(

5)

ヒ
ぽ
0
ロ 

p
y
A s'vkew, 

o
p，cit. 

pp. 5乂，60，

C6)

1

八
三
0

年
代
に
1

五
九
〇
呎
の
深
所
ま
で
掘
鑿
し
た
北
部
英
蘭
の
モ
ン
ク
ゥ
ィ

^ -
マ
.マ
ス
炭
坑
は
、
六
十
六
馬
力
の
播
揚
機
を
使
用 

し
て
ゐ

'た
が
、-

三
十
六
ハ

.ン
ド
.
レ
ッ
ド
ゥ

H

イ
ト

© .
.石
炭
.を
十
三
秒
吸
の

•速
度
.で
揚
げ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

(Galloway, 

o
p
' cit

, 

' 

ド p
'
4
7
0

 

'
 

.

(

7

〕
Robert L. G

a
l
l
o
s

' ^A
nnals 

of Coal M
i
n
i
n
g

 

a
n
d

 

the 

Coal 

Trade. 

Second 

series. 

1
9
0
4
.  

pp. 

3
2
6
- 8

,  

r8
.

)
.A

^

s-n.and'.sykesJ.OP. 

cit 

p
.

/1
6

.

0
9 

w Bready,  

op.  

cit  p.  

2
00
1
.;  H

a
m
m
o
n
d
,

 

H
O
J
. p,  

2
6
,

實
任
あ
る
涝
を
用
ゐ
る
場
合
に
は
迴
給

！！1

十
忠
を
耍
す
る
が
兒
萤
を
以
て

す
れ
ば
五
志
乃
至
七
志
で
私
り
た
o C

H
H

具

Shaftestury. p. 

7
.S
:

• 

—  

-

'

採

炭

法

の

進

步

に

.ょ

っ

て

、
，
炭

坑̂

於

け

^

兒

童

展

傭

數

が

.

增

加

し

た

こ

S

は
：明

か

で

あ

る

。

そ

は

成

年

勞

働

者
 

ビ

相

對

的

に

增

加

を

來

し

た

許

ぅ

で

は

な

い

。

«

»
的

增

加

?:
見

.た

の

で

あ

る

。

此

の

兒

童

®

俯

が

最

も

廣

く
 
S

 

れ

た

の

は

.娘

術

上

の

.進

步

最

も

著

し&

炭

田

她

方

に

於

て

で

あ

づ

た

。

技

術

上

進

步

を

見

な

か

っ

た

炭

坑

、

例

へ

ば 

テ

ィ

ッ

ペ

ラ

リ

イ

や

キ

，

ケ
ン
一
一
イ
等
R

於

て

は

一

八

四

ー

ー

年̂
至

っ

て

^

軌

道

は

敷

か

れ

ず

、

運

炭

k
#

事

す

る 

の

は

强

壯

な

靑

年

で

あ

っ

た

.。
，反
.之

、
-
軌

道

が

.

.
ー

般

代

使

用

^

れ
た
ノ
ォ
ザ

ゾ

バ
ァ
ラ
ン
ド
州
、
ダ
ノ
ラ
ム
州
の
炭 

第

二

十

四

卷(

六
七
九 > 

採
炭
方
法
の
變
化w

兒
童
屌
傭 

第

四

號
■-
*
九

七

塵 。、



第
土
屮
當
' 

(

六
八
o)

. 

■
激
满の

..

摩

憑

業

#

'

1

#

ー：九
.
<
,

坑
化
於
て
：、此
の
嘞
.道
必
士
を
炭
革
％
»
し
_
行
く
1

里
は
、速
輸
を
有
す
る
炭
籠
が
未
だ
發
姻
せ
ら
れ
ざ
る
塒
代

 ̂

使

般

た

：兒
童
ょ

4
ネ
幼
溺

9
者
^
取
て

#
足
6

#
.の、で
：あ

.る
：。

<1
)
::;,
即
ち
技

#

上
の
論
步

5:
ぶ

尺

炭

#

.̂ «
傭

せ
 

ふ
る
る
兒
童
は
、
單
k

蚤

の

人

員

の

增

：加

.の
一
み
：で

な

く

：年

齡

岑

亦

低

卞

し

：た
.

の
で
あo

n

.吾
人
は
囊
化
廉
價
勞
* 

I

殊

に

婦

女

、

克

童

一

の

多

量

に

得

$

る
る
揚
合
、
-機
械
め
«

«
が
»
れ

る

Z
4 g

,
1

M

V
しV

、ク
ラ
ィ
，ミ
ツ
,
 

ダ

■•
•
ギ

ル

ィ

を

擧

げ

た

。

此

め

ミ

？
は

双

：炭

坑

業

取

龙

孓

も

眞

：で

あ

：つ

ち

，
勿

蓮

：炭

部

門

穴

ょ

つ

：
て

は

" 

備
や
條
件
の
不
備
不
完
な
る
爲
め
比
、
又
は
之
に
要
す
る
力
量
の
關
係
が
ら
是
等
廉
價
勞
働
を
用
ゐ
んvj

欲
し
て
も 

之
を
得
な
か
つ
^
も
の
.も
あ
る
。
掘
進
部
門
の
如
き
楚
で
あ
る
。
被
用
さ
れ
たv

j

し
て
も
を
は
少
數
の
も
の
で
あ
つ 

た
0
之
^
對
し
て
運
炭
揚
鑛
設
備
の
如
き
、廉
價
勞
働
の
多
量
に
_存
す
る
1
^
が
一
因V

J

な
.つ
て
、
其
の
進
步
改
善
•か 

遲
れ
た
こ
€
は
確
か
で
あ
名
。.
而

も

一：'度
び
改
新
を
見
る
や
兒
童
雇
僦
ば
更
ら
R
其
の
範
圍
を
擴
大
し
た
の
で
あ
つ 

た
。
柔
順
に
し
て
.廉
價
な
る
兒
童
を
以
て
足
る
操
業
^
彼
等
を
展
傭
す
る
は
、
雇
主
の
彼
等
使
用
の一

般
的
契
機
で 

あ
る
。
そ
は
資
本
家
の
利
己
心
の一

發
露
で
あ
る
。
而
し
て
之
を
强
め
た
も
の
は
敎
區
徒
弟
の
存
在
で
あ
つ
た
。
(2
) 

炭
坑
^
雇
傭
各
る
る
觉
童
に
敎
區
徒
弟
'の
多
か
づ
.た
乙
^
は
旣
に
'
1
言
し
た
處
で
あ
.5
.
。
：

.
：

 

： 

： 

■

故
に
マ
ル
ク
ス
が「

婦
人
及
十
歲
未
滿
の
兒
童
を
鑛
山
に
使
用
す
る
$

」

が
禁
止
3
れ
た
以
前
に
あ
つ
て
は
、.裸
體 

の
婦
人
や
少
女
を
ば
往
々
成
年
興
子VJ

混
合
し
て
、
.炭
坑
其
の
他
の
鑛
山
R
利
用
す
る
乙

高

資
本
の
道
德
典
 ̂

特
R

ま
た
計
算
原
簿
w

k
、
極
めV

 

.一
 

致
す
.る

方

法

ど

考

へ

：ら

れ

だ
J
V
C
:

云
へ
名
.は

正

しS

。

乍

併

彼

.
が

之

^

續
> 
て

「

を
乙
で
採
鑛
方
面
に
於
て
資
本
が
機
铖
を
採
用
す
る
や
ぅ
に
な

つ

た

の

は

、右
の
禁
止
後
に
於
て
初
め

て

行
は
れ
る 

ど

ぃ

ふ

有

樣

で

& 

0
疼
し

{3
)
-
:
;
、
ミ

な

す

、の

は

で

事

實

の

半

面

を

の

.み

物

語

る
,も

；の
K

外

な

ら

な

い

。

勿
論
炭
坑
k
於

け

，

る

兒

童

雇

傭

の

1

因

は

彼

等

の

親

が

彼

等

を

炭

.坑

R'
供
給
し
た
こ
 >

」
%

:

あ

る

。

H

場

法

の

勵

行

R

ょ

6
工
場
に
於
て 

兒
宽
を
榨
収
す
る
乙
^
が
出
來
な

く

な

つ
た
の
で
、
近
隣
の
炭
坑
に
其
の
子
女
を
强
制
し
て
働
さ
^
出
し
た
の
は
事 

實
で
あ
る
0.
此
の
こV

J

は
ヵ

ン

ニ
ン
ガ
ム
の
云
ふ
が
如
く
兒
童
虐
待
に
就
て
は
資
本
家
の
み
非
難
す
べ
さ
も
の
で
な 

く
、
彼
等
の
親
の
無
分
別
な
默
許
も
亦
考
虛
の
中
^
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
®

然
か
も
此
の
親
の
無
分 

別
な
默
許
は
何
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
か
。
是
R
就
て
は
他
の
機
會
に
述
ぶ
る
心
算
で
あ
る
。

槪
觀
す
れ
ば
一
八
四
ニ
年
炭
坑
兒
童
雇
傭
調
査
委
員
會
報
告
の
作
製
せ
ら
れ
た
る
時
^
於
て
、
英
國
の
全
炭
坑
は 

十

三

轰

下

の

兒

童

を

蛋

的

に

雇

傭

しV

 t
Q

た
の
で
あ
る
。
而
し
5

人
及S

女
兒
を
雇
傭
す
る
蕾
於
て
は 

彼
女
等
は
男
子
や
贺
兒
ょ
々
も
遙
か
に
劣
惡
な
る
勞
働
條
件
に
服
し
て
ゐ
た
.の
で
あ
っ
^

o
英
國
に
於
て
此
の
奴
隸

制
か
ら
配
れ
て
ゐ
-た
地
域
は
た
:̂
愛
蘭
の
み
で
あ
っ
た
。
此
の
事
實
は
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ィ
卿
の 
一

K

ふ
が
如
く
、
愛
蘭

 ̂

又
は
シ
ャ
フ

ッ
べ
リ
ィ
獻Q

解
！
^

ネ
如
-
、
.愛
蘭
に
於
て
; ^
遨

が

甚

だ

發_

し
<
'遺

亦

爲

'め
に
生
じ
代
も
の
で
あ
る
か
は
ノ 

玆
R

問
題
で
植
な
い
.°

..ヤ

く

來

部

孺

、

サ
タ
..ス

：
0
ク
エ
ル
ス
、
.
尹
ォ
汐
；シ
：.ァ
、
ラ
シ
ヵ
シ

ア

、
チ

H
.

シ
ナ
孙
等
を
躯 

じ
て
、興
兒
女
兒
が
半
ば
晴
黑
な
、
3

0

る
'や

ぅ

な
瓦
斯
の
I
も
つ
た
裡
に
十
一
一
時
間
以
上
も
勞
務

R

服
し
て
ゐ
た
乙

:

冬
季
に
あ
づ
で
は
、
.、坑
內
勞
働
に
從
亊
す
る
彼
等
は
休
日
の
外
、
陽
の
光
を
見
る
乙
:̂
は
な 

か

ジ

气

共

の

^
霉

は

平

水

渠

ゼ

殆

ず

異

ら

な

い

拎

水

溜

泠

ち

け

の

坑

道

參

て

行

は

れ

名

 ̂

其
處
は 

犬
3

へ
^
蹲

.6
>ね
ば
.通
る
乙
€
か
出
來
ぬ
大
汸
.で
あ
0'
:た
の
铸
あ
る
。“
5
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-
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.
吾
认
は
以
上
^
於
て
採
炭
方
法
の
發
達
^
其
の
各
部
門
^
於
け
る
.兒
童
曆
傭
.v

k就
で
述
べ
た
。
.次
^
よ
炭
礦
 ̂

の
特
徵
た
ぷ
地
：理
：的
孤
丄
#

:
ょ
つ
そ
生
.ず

る

勞

骜

關

係

、
:'
'雇

踮

狀

態

：
、
是

等

^

ょ

つ

七

例

：
へ

ば

實

物

賃

銀

制

度

、

.住
®
、

敎

育

等

：
の

狀

態

が

兒

童

紀

如

何

：な

る

影

響

?:
及

ぼ

し/2
か
等
を
見
，る
ベ
さ
で
あ
る 

.が

、
：此

等

に

就

て

は.近

さ

將

來
^
叙

述
0'
機

會
5:
得

た

：：い
由
思
：ふ
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彳

-
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.フ
ラ
ゾ
ス
學
會
ば
、

^
さ
it
、
フ
一
フ
ン
ス
科
學

^
於
け
る
研
究
法
の
特
質
を
紹
介
す
る
：た
為
^

0
0 la 

m
w
t
h
o
d
e

 
d
a
n
s
l
e
s

 

sciences, 

p
r
e
m
i

rD-
r
e
e
t

 

de.uxi.me 

s

かrics.

の
邦
譯
を
劃
行
し
、
.其
の
；中

人

間

科

學R
關
す
る
部
分
、即
ち 

第

1

«
ょ
6

心
珊
學
、
舭
會
學
、
道
德
學
、
' 歷
史
學
を
.、
第
.ニ
輯

ょ
;6

考
古
學
、
'文
學
史
、
言
語
學
、
，
統
計
學
を
選 

ん
で「

科
學
硏
究
法」

を
編
ん
だ
。：
該
書
の
原
著
者
は
悉
ぐ
現
代
フ
夕：

シ
ス
學
界
に
於
け
る
最
氟
權
威
で
あ
6
、
其
の 

主
要
問
題
に
對
ず
る
說
明
方
法
ん
極
め
て
節
明
達
意
で
あ
る
。
該
書
が
啓
：蒙
的
意
義
^
於

い

て

多

分0
重

要

性
を
も 

つ

Z
?
ば
蓋
-し

異

論

な

き

ど

之

みで
あ
ら
ぅ
-9

而

し

で

我

が'フ
：ラ
.ゾ
.ス
學#

ば
，該

譯

書

を

同

學

會

叢

書

の

一

つ

ゴ

し
 

て
出
版
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
更
^
、
：
あ
ら
ゆ
る
意
味
^
於
い
.1:
:

.そ
れ
：？
補
足
關
係
に
在
る「

フ
ラ
ン
ス
の
社
會
科 

學

、.
現
代
に
於
：け
.る
諸
傾
向」

な
る
著
書
を
公
に
し
た
。
本
稿
は
こ
の
書
の
紹
介
で
あ
る
0 

■'
•

該
書
は
全
篇
を
分
つ
て
九
章
^
な
し
、
社
會
^-
關

す

る

種

々

な

る

科

學

祀

就

い

て

フ
ラ
'ゾ
ス
學
界
R

通
縢
せ
る
各 

琪
門
寒
の
獨
立
論
文
?:
綜

合

し

た

も

の

で

あ

る

：。
右

九

章

の

分

類

を

順

次

に

，記

せ

ば

、
第

ニ

、

社

會

學(

執
筆
者
、
.
 

田
邊
、
高
瀨
兩
氏)

、
，第 
一
一
、; '
經
濟
學(

芥

澤

、
，
松

浦

兩

氏

〕

、
：t

m
:、
.

「

政
治
學(

松
卒
氏)

、
第
四
、
.法
律
學(

宮
澤
、
 

橫
田
、
風
早
三
氏)

、
.
第
五
、
心
獲
學(

波
多
野
氏)

、
，
第

六

、
偷

理

學

c

牧
野
：氏)

、
,
第
.七
.宗
敎
學
ハ*
野
氏〕

、第
八
、
 

歷
史
學(

間
崎
氏)

及
び
第
九
、
東
洋
學(

松
本
氏)

.で
あ
る
。
：：社
會
科
學
を
以
上
.諸
科
學
の
單
な
る
綜
合
槪
念
ど
す
る

第

ニ

十

四

卷C

六
八
三)

「

フ
ラ
ン
ス
の
社
會
科
學J
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